
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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渡わたせなかったチョコ
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第だい５幕まく
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高たか田だ先せん輩ぱいの吹すい奏そう楽がく講こう座ざ
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初はじめて聞きいた、あなたの気き持もち。

淡あわい期き待たいで、胸むねが高たか鳴なっていく。




あなたがくれる気き持もちは、

ぜんぶ受うけ止とめよう。




どんな結けつ末まつが待まっていても、

期き待たいしたものと違ちがっても。




もう、逃にげない。

ありったけの想おもいを、あなたに贈おくろう。




できることなら、あなたのとなりで。

どんなあなたも、一いち番ばん近ちかくで見みていたいから。
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　ドキドキドキドキ。

　痛いたいくらいに胸むねが高たか鳴なっている。

「伊い吹ぶきさんかっこよかったね！」

「うん！　お腹なか痛いたいの、治なおっちゃったかも！」

「あはは。なにそれ～。ちゃんと休やすんでおきなよ。ほら、ベッドに寝ねて」

「はーい」

　やなぎ中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶの人ひとたちの声こえが、カーテン越ごしに聞きこえる。

　ドキドキドキドキ。

　いつまでも鳴なり止やまない、自じ分ぶんの心しん臓ぞうの音おとを聞ききながら。

　私わたしは長ながイスに座すわって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの言こと葉ばを思おもい出だしていた。





『恋れん愛あい対たい象しょうじゃないなんて、言いってないだろ』

『でも……またウワサされて傷きずつくの、イヤだろ』






　それって、どういう意い味み？

　私わたしは伊い吹ぶき先せん輩ぱいの恋れん愛あい対たい象しょうじゃない、……わけじゃないってこと？

　疑ぎ問もんだらけで、頭あたまの中なかがぐちゃぐちゃだよ。

　先せん輩ぱいの言こと葉ばを忘わすれてしまわないように、何なん度ども心こころの中なかでくり返かえす。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいがテーピングをしてくれた右みぎ足あし首くびに、そっと触ふれてみた。

　お昼ひる休やすみ中ちゅう、やなぎ中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶの人ひとに突つき飛とばされて、足あし首くびをひねってしまって。

　雪ゆきの中なかで動うごけなくなってしまった私わたしを、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは助たすけに来きてくれた。

　合がっ宿しゅく最さい後ごの演えん奏そうで、足あし首くびの痛いたみに気きをとられて演えん奏そうがボロボロになってしまったことに気きづいた先せん輩ぱいは、


『足あし、痛いたいんだろ』



　って、私わたしにテーピングをしてくれたんだ……。

　先せん輩ぱいの優やさしさがうれしくて、気きを抜ぬくとほおがゆるんでしまいそう。

　そのとき、保ほ健けん室しつのドアをコンコン、とノックする音おとが響ひびいて、さっこが顔かおをのぞかせた。

「さっこ、こっちだよ」

　体たい調ちょうの悪わるいやなぎ中ちゅうの人ひとが、ベッドで寝ねているから、小ちいさな声こえでこたえる。

　さっこが歩あるいてくると、ベッドのカーテンのすきまから、やなぎ中ちゅうの人ひとたちが顔かおを出だした。

「残ざん念ねん。伊い吹ぶきさんじゃなかった」

「な～んだ」

　それだけ言いって、また顔かおを引ひっこめたやなぎ中ちゅうの人ひとたちを見みて、さっこは肩かたをすくめた。

「さくら、大だい丈じょう夫ぶ？　カバン持もってきたよ」

「ありがとう。テーピングのおかげで、足あしの痛いたみはなくなったよ」

「よかった！　ていうか、そのテーピングって、もしかして……！」

　さっこは私わたしの足あし首くびを見みると、両りょう手てで口くちを押おさえて、チラリとベッドのほうを見みる。
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　やなぎ中ちゅうの人ひとがいるから、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの話わ題だいは避さけた方ほうがいいってことだよね。

　また『伊い吹ぶきさんに会あわせて！』とか、『伊い吹ぶきさんの連れん絡らく先さき教おしえて！』って言いわれたら困こまるから。

　私わたしが小ちいさくうなずくと、さっこは笑え顔がおでジタバタした。

「いっぱい聞ききたいことがあるけど、今いまはやめておくわ」

「ごめんね。ありがとう」

「そのかわり！　明日あした、部ぶ活かつ休やすみだし、ゆっくり話はなしを聞きかせてよ」

「うん。加か代よちゃんといっしょに、うちに遊あそびにおいでよ」

「わかった！　明日あしたね。じゃあ、私わたしは戻もどるね」

「楽がっ器きの積つみこみ、できなくてごめん」

「いいんだよ。さくらは無む理りしないで休やすんでて。出しゅっ発ぱつまで、あと30分ぷんくらいかかっちゃいそうだし。先せん輩ぱいが、新にっ田た先せん輩ぱいとフルートのパートリーダーにも、さくらのこと伝つたえてくれてたから、大だい丈じょう夫ぶだよ」

「えっ……」

　先せん輩ぱいって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことだよね？

『新にっ田たには言いっておく。荷に物もつは須す田だに持もって行いかせるから』

　たしかに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいはそう言いっていた。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、私わたしのために、ぜんぶやってくれたんだ……。

　落おち着ついていたはずの心しん臓ぞうが、またとくんとくんと音おとを立たて始はじめる。

　そんな私わたしを見みたさっこは、ふふっと笑わらって、カバンを手て渡わたしてくれた。

「バスに乗のる時じ間かんになったら、また迎むかえにくるからね」

「ありがとう、さっこ」

　保ほ健けん室しつを出でていったさっこを見み送おくって、私わたしはふーっと熱あつい息いきをついた。

　信しんじられないことが続つづいて、ドキドキしっぱなしだよ。

　私わたしは夢ゆめ心ごこ地ちで、両りょう腕うでで抱かかえていたカバンに顔かおをうずめた。
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　次つぎの日ひ、約やく束そくどおり、さっこと加か代よちゃんが私わたしの家いえに遊あそびに来きてくれた。

「ちょっと待まって、さくら！」

「『恋れん愛あい対たい象しょうじゃないなんて、言いってないだろ』……って」


「「どういうこと!?」」



　昨日きのうの伊い吹ぶき先せん輩ぱいの言こと葉ばを報ほう告こくすると、ふたりは目めを丸まるくして、ずいっとせまってきた。

「私わたしもよくわからなくて。どういう意い味みか聞きき返かえせなかったんだ。でも……」

「「うん」」

「『またウワサされて傷きずつくの、イヤだろ』って、先せん輩ぱいが言いったの」

　その言こと葉ばを聞きいたさっこと加か代よちゃんは、声こえにならない悲ひ鳴めいをあげて、クッションにつっぷした。

「ちょ、ちょっと!?」

　うろたえる私わたしの前まえで、ふたりは上あげた顔かおを見み合あわせて、口くちを開ひらいた。

「それはさー。もうそういうことだよね、加か代よちゃん」

「そうさね～、さっこ」

　ふたりとも、なんだかすごくニヤニヤしてる。

「え？　なになに？　どういうこと？」

　どういうことなのか、私わたしには、ぜんぜんわからないよ。

　さっこは私わたしの肩かたにポンと手てを置おいて、力ちから強づよく言いった。

「やっぱりさくらは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにフラれたわけじゃないよ！」

　加か代よちゃんも、うんうんとうなずいた。

「私わたしもそう思おもう！　さくらの告こく白はくを『聞きかなかったことにする』って、つまり……はっきり断ことわりたいわけじゃないってことだもん」

「そうかなぁ……」

　私わたしもそうだったらいいな、なんて思おもったけど。

　自じ分ぶんに都つ合ごうよく考かんがえちゃってる気きがして、自じ信しんがないんだ。

　さっこが、まじめな顔かおで言いった。

「それどころか、伊い吹ぶき先せん輩ぱい、本ほん当とうはさくらのことが好すきなんじゃない？」

「ええ!?」

　信しんじられない言こと葉ばに、悲ひ鳴めいが出でてしまった。

　加か代よちゃんも、さっこにうなずいて言いう。

「私わたしもそう思おもう。でも、全ぜん国こく大たい会かいの前まえみたいに、またウワサされてさくらが傷きずつくのがイヤだから、『好すき』も『つきあいたい』も言いえないとか？」

「そうかなぁ……」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、私わたしのことを……？

　そうだったらいいなとは思おもうけど、『まさか！』って気き持もちのほうが勝かってしまう。

　さっこは、ちょっぴり真しん剣けんなまなざしで私わたしを見みつめた。

「昨日きのう、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが私わたしに、さくらの荷に物もつを保ほ健けん室しつに持もっていくように頼たのんだのも、さくらがあぶない目めにあったのが、ぜんぶ自じ分ぶんのせいだと思おもってるからなんじゃない？」

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいって、どうしても目め立だっちゃうからね。伊い吹ぶき先せん輩ぱいの近ちかくにさくらがいると、誰だれかがさくらのことを傷きずつけてしまうって思おもってるのかも。合がっ宿しゅくのときのやなぎ中ちゅうの人ひとみたいに」

　加か代よちゃんも、合がっ宿しゅくのことを思おもい出だすように、天てん井じょうを見み上あげて言いう。

「そうそう。好すきだけど、だからこそ傷きずつけたくなくて、いっしょにはいられない……ってことなのかもしれないよ」

　まじめな顔かおをしているふたりの言こと葉ばを、胸むねに手てを当あてて受うけ止とめる。

「そう……なのかな」

　たしかに、先せん輩ぱいは、かまくらの中なかで話はなしていたとき、私わたしがケガをしたのを『俺おれのせいだよな。悪わるかった』と言いって、悲かなしそうな目めをしていた……。

「それと、高たか田だ先せん輩ぱいと同おなじで、部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止しのオキテがあるから、引いん退たいするまではつきあえないって思おもってるのかも」

「あー、それ、あると思おもう。伊い吹ぶき先せん輩ぱい、自じ分ぶんに厳きびしそうだもん。しっかりオキテを守まもりそう！」

　さっこと加か代よちゃんは、目めを輝かがやかせながら、私わたしをはげましてくれてる。

　その気き持もちがとってもうれしくて、胸むねがいっぱいだよ。

「さっこ、加か代よちゃん、ありがとう。どうしていいかわからなかったけど、元げん気きが出でてきたよ！」

　先せん輩ぱいのこと、好すきでいていいですか？

　そう聞きいた私わたしに、先せん輩ぱいは『ダメ』とは言いわなかった。

　ということは……。

　ぎゅっとこぶしをにぎって、私わたしはふたりに宣せん言げんした。

「私わたし、先せん輩ぱいのことを好すきでいてもいいって、前まえ向むきに受うけ止とめることにする！」

「「うん！」」

　さっこと加か代よちゃんは、ピカピカの笑え顔がおでうなずいてくれた。

　そしてさっこが、いたずらっぽく言いう。

「来らい月げつは、乙おと女めの一いち大だいイベント、バレンタインがあるしね！」

「そうだよ、さくら！　先せん輩ぱいに気き持もちを伝つたえるチャンスだよ！」

「私わたし、ホラーなチョコ、手て作づくりして高たか田だ先せん輩ぱいに渡わたすんだ～」

「私わたしも、今こん度どこそ、村むら中なか先せん輩ぱいに渡わたせるようにがんばるつもりだよ。さくらもいっしょに、がんばろうよ！」

　ウキウキしてるふたりの顔かおを見みていると、私わたしもがんばろうって気き持もちになってきた。

「うん。私わたしも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにチョコを渡わたせるようにがんばるよ！」

　バレンタインは、女おんなの子こから男おとこの子こに想おもいを伝つたえるイベント。

　先せん輩ぱいに「つきあってください」とは言いえなくて、もどかしいけれど。

　そのぶん、想おもいをこめたチョコを渡わたせたらいいな。

「じゃあさ、２月がつ13日にちに、３人にんでチョコ作づくりしようよ！」

「賛さん成せい！」

　さっこの言こと葉ばに、加か代よちゃんが手てをあげて、ステキな提てい案あんをしてくれた。

「うちで集あつまろうよ。３人にんで、がんばろう！」

「「うん！」」

　３人にんで約やく束そくして、私わたしたちはほほえみあった。

　さっこと加か代よちゃんのおかげで、楽たのしみがひとつ、増ふえたんだ。
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　あっという間まに冬ふゆ休やすみが終おわって、学がっ校こうが始はじまった。

　黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶは、３月がつに開かい催さいされる定てい期き演えん奏そう会かいの練れん習しゅうの真まっ最さい中ちゅう。

「マーチングの練れん習しゅうはこれで終おわります。音おん楽がく室しつに移い動どうして、合がっ奏そうの準じゅん備びをしてください」

「「「はい！！！」」」

　新しん部ぶ長ちょうの新にっ田た先せん輩ぱいの声こえと、気き合あいがこもった部ぶ員いんたちの返へん事じが体たい育いく館かんに響ひびき渡わたった。

　一いち時じは気き持もちが離はなれてしまった１、２年ねん生せいと新しん役やく員いんだったけど、合がっ宿しゅくを通とおして一いっ致ち団だん結けつすることができた。

　新しん部ぶ長ちょうと新しん役やく員いんが中ちゅう心しんになってみんなの心こころをまとめていて、演えん奏そうも、部ぶ内ないの雰ふん囲い気きも、とってもいい状じょう態たいだと思おもうんだ。

「定てい期き演えん奏そう会かいでもマーチングができるの、うれしいね」

　ろうかを歩あるきながら、加か代よちゃんがニコニコして言いった。

「うん！」

　コンクールの全ぜん国こく大たい会かい前まえに、体たい育いく祭さいでマーチングをやるかやらないかで部ぶ活かつ内ないが険けん悪あくになったことがあった。

　でも、足あしなみだけじゃなく、心こころもそろえて演えん奏そうするマーチングの練れん習しゅうのおかげで、みんなの心こころがひとつになった。

　私わたしたちにとって、マーチングは特とく別べつなもの。

　だから、いくつもの危き機きをいっしょにのりこえてきた、吹すい奏そう楽がく部ぶみんなで演えん奏そうする定てい期き演えん奏そう会かいでも、マーチングをすることになったんだ。

「マーチングの練れん習しゅう、楽たのしかったね！」

　加か代よちゃんと柴しば田たさんと私わたし、３人にんでろうかを歩あるいていると、カレンが駆かけよってきた。

　私わたしたちは一度どマーチングをやっているけれど、カレンは初はじめて。

　カレンも楽たのしいって思おもえてよかった。

「カレン、歩あるきながらの演えん奏そう、だいぶ上じょう手ずになったよ」

「本ほん当とう!?　うれしいよ！」

　カレンは加か代よちゃんといっしょに、マーチングシロフォンっていう楽がっ器きを担たん当とうしてる。

　マーチング用ようの、小ちいさな木もっ琴きんなんだ。

「カレン、すごいわ。私わたしもがんばらなくちゃ」

　いつもはピアノを弾ひいている柴しば田たさんは、マーチンググロッケンっていう、マーチング用ようの小ちいさな鉄てっ琴きんを演えん奏そうしてるの。

　マーチングシロフォンと、マーチンググロッケンは、隊たい列れつの中なかでおとなり同どう士しなんだ。

　そんなことを話はなしながら歩あるいていると、ろうかの先さきからざわめきが聞きこえてきた。

「あれ？　今日きょうはやけに人ひとが多おおいね。どうしたんだろう」

　歩あるきながら、カレンが首くびをひねった。

　部ぶ外がいの生せい徒とたちが、体たい育いく館かん前まえのろうかに立たっているみたい。

　なぜか、女じょ子しばかり。

「部ぶ活かつ以い外がいの生せい徒とは、とっくに帰かえってる時じ間かんなのに」

「誰だれかを待まってるみたいね」

　でも、いったい、誰だれを？

　私わたしと柴しば田たさんがキョロキョロしていると、加か代よちゃんが苦にが笑わらいを浮うかべた。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みたい、部ぶ外がいのファンの人ひとたちだよ」

「なるほど……！」

　私わたしも柴しば田たさんもカレンも納なっ得とく。

「体たい育いく館かんから音おん楽がく室しつまでのろうかで、楓かえでを見みるチャンスを待まってるんだね」

「音おん楽がく室しつは、部ぶ外がいの人ひとは入はいれないものね」

　どんどん増ふえていくファンの人ひとたちを眺ながめながら、カレンと柴しば田たさんが言いう。

　加か代よちゃんは、思おもい出だしたようにうなずいた。

「そういえば、楽がっ器きを持もった伊い吹ぶき先せん輩ぱいが見みたいって、クラスでも言いってる人ひとがいたよ」

「楓かえでの人にん気き、すごいね。冬ふゆ合がっ宿しゅくのときみたい」

　カレンの言いう通とおり、冬ふゆ合がっ宿しゅくのときも、他た校こうの吹すい奏そう楽がく部ぶ員いんたちが伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みにきて、ちょっとしたさわぎになったんだ。

「体たい育いく祭さいのマーチングの練れん習しゅうをしていたときも、ファンの人ひとたちがたくさん見みにきてたしね」

「あのときよりも、多おおい気きがするわ」

　加か代よちゃんと柴しば田たさんの言こと葉ばに、私わたしもうなずく。

　でも、その気き持もち、ちょっとわかるんだ。

「先せん輩ぱい、あと２ヶ月げつで卒そつ業ぎょうしちゃうからかな」

　ぽつりとつぶやいたら、本ほん当とうに卒そつ業ぎょうなんだなって実じっ感かんして、さみしくなっちゃった。

　卒そつ業ぎょうしたら、今いまみたいに伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことを見みられなくなってしまうんだな……。

　加か代よちゃんが、私わたしの気き持もちを受うけ止とめるように、さりげなく肩かたをポンポンってしてくれた。




「来きたっ！　伊い吹ぶき先せん輩ぱいだ！」

　そのとき、ひときわ大おおきな声こえがあがった。

　おどろいた私わたしたちは、立たち止どまって、振ふり返かえる。

　そこには、銀ぎん色いろのトランペットを持もって、体たい育いく館かんから出でてきた伊い吹ぶき先せん輩ぱいがいた。

　キャーキャー黄き色いろい声こえをあびながら、先せん輩ぱいは無む表ひょう情じょうで歩あるいていく。

　いつも通どおりの塩しお対たい応おう。クールで人ひとをよせつけない、伊い吹ぶき先せん輩ぱいだ。

　かっこいいな……。

　いつ見みても、先せん輩ぱいはキラキラ輝かがやいてる。

　この校こう舎しゃを歩あるく先せん輩ぱいの姿すがたを、しっかり心こころに刻きざみつけておこう。

　同おなじ校こう舎しゃで過すごせる今いまを、大たい切せつにしよう。

　前まえ向むきな気き持もちに切きりかえて、みんなといっしょに歩あるき始はじめた。




　音おん楽がく室しつでの合がっ奏そうも終おわり、今日きょうの練れん習しゅうはおしまい。

　フルートを片かたづけて楽がっ器き庫こを出でると、音おん楽がく準じゅん備び室しつからトランペットの音おとが聞きこえてきた。

　この曲きょくは、アーバン作さっ曲きょくの『Theザ Beautifulビューティフル Snowスノー』。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいがソロコンテストで吹ふく曲きょくだ。

「きれい……」

　ステキな演えん奏そうに、耳みみも心こころも奪うばわれる。
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　先せん輩ぱいの演えん奏そうを聞きいていると、いろんななやみが消きえて、心こころが透すき通とおっていくように感かんじる。

　先せん輩ぱいは来らい月げつ出しゅつ場じょうするソロコンテストの県けん大たい会かいに向むけて、毎まい日にち残のこって練れん習しゅうをがんばっていた。

「すごいな……」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの卒そつ業ぎょうムードが高たかまって、部ぶ活かつ内ないだけじゃなく、学がっ校こう中じゅうがざわついてる。

　まわりがどんなにさわがしくても、先せん輩ぱいはいつも平へい常じょう心しんを保たもっている。

　自じ分ぶんのやるべきことを、ひたすらコツコツとがんばってる。

　そんな伊い吹ぶき先せん輩ぱいを尊そん敬けいしてるし、すべてがかっこいいって思おもうんだ。

「さくら、帰かえるよ～」

「あ、うん！　今いま行いく！」

　先せん輩ぱいが、ソロコンテストの練れん習しゅうに集しゅう中ちゅうできますように。

　県けん大たい会かいを突とっ破ぱして、全ぜん国こく大たい会かいに行いけますように。

　心こころの中なかで祈いのって、私わたしはさっこと加か代よちゃんが待まつろうかに出でた。
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　２月がつに入はいったとたん、学がっ校こうはバレンタインムード一いっ色しょく！

　あちこちからバレンタインの話はなしが聞きこえてきて、盛もり上あがっている。

　私わたしのクラスもそう。

　男だん子しも女じょ子しも、どこかそわそわして、心こころが浮うき立たってるみたい。

「ちょっと聞きいて！　新しん聞ぶん部ぶがとったアンケートが、すごい結けっ果かになったんだって！」

　お昼ひる休やすみ、どこかに行いっていた内ない藤とうさんが、いきおいよく教きょう室しつに戻もどってきた。

　内ない藤とうさんは情じょう報ほう通つうで、いつも最さい新しんの情じょう報ほうを手てに入いれてくるんだ。

「どんなアンケート？」

　内ない藤とうさんは水すい筒とうのお茶ちゃをごくっと飲のんで、息いきを整ととのえると、私わたしに向むき直なおった。

「『バレンタインに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにチョコを渡わたすかどうか』の匿とく名めいアンケートなの！」

「えっ!?」

　おどろいて、大おおきな声こえを出だしちゃった！

　だって、まさかそんなアンケートがあったなんて……！

　すごい結けっ果かって、なんだろう。聞ききたいけど、ちょっと怖こわい。

「……結けっ果かって、どうだったの？」

　おそるおそるたずねると、内ない藤とうさんはふふふっと笑わらった。

「『全ぜん校こう女じょ子しの半はん分ぶん以い上じょうが渡わたす』って結けっ果かになったんだって！」

「半はん分ぶん以い上じょうが……！」

「やっぱり伊い吹ぶき先せん輩ぱい人にん気きはすごいね～。先せん輩ぱいにチョコを渡わたせる最さい後ごのチャンスだもん。そりゃあみんな張はり切きるよね」

「うん」

「本ほん命めいじゃない人ひとも、どさくさにまぎれて渡わたしそうだし。もうお祭まつりさわぎだよ」

「うん……」

「でも、そうなるのもしかたないよね。高こう等とう部ぶに行いったら、今いま以い上じょうにモテちゃいそうだし、中ちゅう等とう部ぶの人ひとは会あえなくなっちゃうもん」

「そうだよね……」

　先せん月げつから、あちこちで何なん度ども聞きいたこの話わ題だい。

　こんなお祭まつり状じょう態たいで、私わたしは先せん輩ぱいにチョコを渡わたせるんだろうか。

　ハードルがどんどん高たかくなってる気きがして、怖おじ気けづいてしまう。

「はぁ……」

　つい、ため息いきをついてしまって、ハッと我われにかえる。

　いけないいけない。落おちこんでることを、内ない藤とうさんに知しられるわけにはいかない。

　吹すい奏そう楽がく部ぶは、部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止しだから。

　元げん気き出だそうって自じ分ぶんに言いいきかせていると、内ない藤とうさんからも、ため息いきが聞きこえてきた。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいが卒そつ業ぎょうしたら、崎さき山やまくんが学がっ校こうイチのモテ男だん子しになるんだろうなぁ」

　切せつない声こえにおどろいて顔かおを上あげると、内ない藤とうさんは暗くらい表ひょう情じょうをしていた。

「でも、みんなは、渡わたせるだけいいよね」

「え……」

　ぽつりとつぶやいた内ない藤とうさんの言こと葉ば、聞きいてしまってよかったのかな。

　聞きこえなかったふりをしたほうがいい？

　どうしようって思おもっていたら、内ない藤とうさんは私わたしだけに聞きこえる小ちいさな声こえで言いった。

「部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止しのオキテがあるから、部ぶ員いん同どう士しだと本ほん命めいチョコを渡わたせないもん……」

「内ない藤とうさん……」

　悲かなしそうな声こえに、胸むねが痛いたむ。

　内ない藤とうさんは、崎さき山やまくんのことが好すき。

　でも、部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止しのオキテがあるから、内ない藤とうさんは崎さき山やまくんに本ほん命めいチョコを渡わたせない。

「渡わたすとしたら、いつもありがとう～って、『感かん謝しゃの気き持もちを伝つたえるための友ともチョコ』ってことで渡わたすしかないよね……」

「……うん」

「はぁ～。せっかくのバレンタインなのにな。いっそのこと、バレンタインなんて、なくなっちゃえばいいのに」

　内ない藤とうさんのつぶやきが、耳みみに残のこって消きえなかった。




　部ぶ活かつが終おわって家いえに帰かえってからも、私わたしの気き持もちは沈しずんだままだった。

「私わたし、先せん輩ぱいにチョコを渡わたせるのかな」

　雑ざっ誌しの『バレンタイン特とく集しゅう』のページに、何なん度ど目めかわからないため息いきが落おちた。

　バレンタインは、好すきな人ひとに想おもいを伝つたえるイベント。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいに「つきあってください」とは言いえないけれど、チョコといっしょに好すきって気き持もちを伝つたえたいって思おもってた。

　バレンタインまであと１週しゅう間かん。

　どんなチョコにしようかなって、ワクワクしながら雑ざっ誌しのページを眺ながめていた。

　ラッピングも、とびきりステキにしたくて、雑ざっ貨か屋やさんに見みに行いったりもしていたんだ。

　でも……。

　今日きょうの部ぶ活かつで、役やく員いんからはっきり言いわれてしまった。





『コンクールを終おえた３年ねん生せいは、もう『部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止し』のオキテには縛しばられない、ということになっているようですが、それは誤ご解かいです』

『３年ねん生せいも、引いん退たいまではオキテを守まもってもらいます！』

『バレンタインだからといって浮うかれることなく、しっかり練れん習しゅうにはげみましょう！』






　それを聞きいて、私わたしもさっこも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいファンの部ぶ員いんたちも、真まっ青さおになってしまった。

　最さい近きんは、部ぶ活かつ内ないにもバレンタインムードがただよっていたからかな。

　しっかり釘くぎをさされちゃったみたい。

　落おちこむ私わたしに、さっこが、

「とりあえず、チョコ作づくりは予よ定てい通どおりやろうよ！」

　って、明あかるく言いってくれた。

　オキテがあるから、本ほん命めいチョコは渡わたせない。

　それなら、『感かん謝しゃのチョコ』を伊い吹ぶき先せん輩ぱいに贈おくろうって思おもったんだけど……。

「渡わたすチャンス、あるかな……」

　弱よわ々よわしくつぶやいて、ベッドに寝ね転ころがった。




　──そのとき。




「さくらーーー！」

　ノックと同どう時じに部へ屋やのドアが開あいて、お兄にいちゃんが飛とびこんできた。

「ななななに!?」

　あわてて飛とび起おきて、「バレンタイン特とく集しゅう」のページを閉とじる。

　もう。お兄にいちゃんはいつもこうなんだから。

　ノックの返へん事じを聞きいてから、ドアを開あけてほしいよ！

　ジトッとした目めで見みるけれど、お兄にいちゃんはまったく気きにしていないみたい。

「さくらの学がっ校こうのイケメントランペット王おう子じ、来らい月げつ卒そつ業ぎょうなんだって？」

　グサッ!!

　お兄にいちゃんに、とどめを刺さされた気き分ぶん。

　痛いた手でを負おった心こころが、ズキズキする。

「そうだよ」

　平へい気きな顔かおをしてなんとか答こたえると、お兄にいちゃんはさらに話はなしかけてきた。

「へぇ～。卒そつ業ぎょうしたら、黒くろ羽ばね高こう校こうに行いくのかな」

「そうみたいだよ」

「ふーん。勉べん強きょうもできるってウワサだから、うちの高こう校こうとか外がい部ぶ受じゅ験けんすればいいのに」

　こんなお兄にいちゃんだけど、実じつはちょっと遠とおくの名めい門もん進しん学がく校こうに通かよってる。

　今日きょうみたいに、週しゅう末まつはたまに帰かえってくるんだけど、いつもは学がっ校こうの寮りょうで生せい活かつしてるんだ。

「外がい部ぶ受じゅ験けんはしないみたい」

「そっか」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、黒くろ羽ばね中ちゅうを卒そつ業ぎょうしたら、高こう等とう部ぶに行いかないでアメリカ留りゅう学がくをするって話はなしもあった。

　でも、先せん輩ぱいは黒くろ羽ばね高こう校こうで吹すい奏そう楽がくを続つづけることに決きめたって、はっきり言いったんだ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、アメリカでもなく、ほかの高こう校こうでもなく、黒くろ羽ばね高こう校こうに行いく。

　２年ねん後ご、私わたしが中ちゅう等とう部ぶを卒そつ業ぎょうしたら、高こう等とう部ぶでまた会あえるんだ。

　そう思おもったら、ちょっと元げん気きが出でてきた。

　──のに。

「俺おれのクラスの女じょ子したち、それ聞きいたらがっかりするだろうな」

「へ？　なんで？」

「もしかしたら、外がい部ぶ受じゅ験けんしてうちの高こう校こうに来くるかも～～って期き待たいしてたからさ。ほら、トランペット王おう子じのお姉ねえさん、俺おれの高こう校こうの秀しゅう才さいとつきあってるだろ？　そんなんで、もしかしたらうちの高こう校こうに来くるかも!?って、女じょ子したちが盛もり上あがってたんだよ」

「そ、そうなんだ」

「トランペット王おう子じ、うちの学がっ校こうでも人にん気きなんだよ。バレンタインにチョコを渡わたしたいって言いってる女じょ子しが、うちのクラスにもいるもんな～」

「えっ!?」

　さっきの元げん気きが、いっきにしぼんでしまった。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの人にん気きが、黒くろ羽ばね中ちゅうだけじゃないのは知しっていたけれど、高こう校こう生せいにも人にん気きだなんて……。

　校こう門もんの外そとに、チョコを持もって、ズラッとならんで待まってる他た校こうの女じょ子したちが頭あたまに浮うかんできて、ブルッとふるえてしまった。

　そんな私わたしに気きづかず、お兄にいちゃんはどんどん話はなしを続つづける。

「でさ、妹いもうとが黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶだって言いったら、『伊い吹ぶきくんには彼かの女じょがいるのか、聞きいてきて！』って言いわれまくるんだけど、どうなの？」

「えっ。……そんなの、知しらないよ」

「そっか。じゃあ、いるかもしれないし、いないかもしれないってことだね」

「……そうかもね」

　コンクールの全ぜん国こく大たい会かいが終おわった、10月がつ末まつ。

　偶ぐう然ぜん、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが告こく白はくされるところを見みてしまったとき、先せん輩ぱいは、彼かの女じょも好すきな人ひともいないって言いっていた。

　だけど、あれからもう４ヶ月げつ近ちかくも経たってるんだ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、私わたしに『恋れん愛あい対たい象しょうじゃないなんて、言いってないだろ』って言いってくれたけど、彼かの女じょがいないとは言いってないし。

　あの合がっ宿しゅくの後あとに、部ぶ外がいに彼かの女じょができたかもしれない……。

　とたんに、胸むねの奥おくがズシッと重おもたくなった。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいがすごく人にん気きだってことを、こうやってお兄にいちゃんからも聞きくと、先せん輩ぱいが遠とおい存そん在ざいに感かんじてしまうよ。

　私わたしじゃ手ての届とどかないような人ひとなんだって、思おもってしまうんだ。

　もし、今いま、彼かの女じょがいないとしても、内ない藤とうさんの言いったとおり、高こう等とう部ぶに行いったら、きっと、今いま以い上じょうにモテちゃうと思おもう。

　だからこそ、今こ年としのバレンタインは、絶ぜっ対たいにチョコを渡わたしたいのに……。

　どんどん渡わたせる気きがしなくなっていく。

「というわけで、俺おれも今こ年としは本ほん命めいチョコをたくさんもらう予よ定ていなんだけど、さっこちゃんと加か代よちゃんのチョコは大だい歓かん迎げいって伝つたえておいてよ」

「……うん」

　楽たのしそうに話はなしてるお兄にいちゃんの声こえが、遠とおくに聞きこえる。

　あいづちを打うちながら、私わたしの頭あたまの中なかは、心しん配ぱいごとと不ふ安あんでいっぱいだった。
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　バレンタインの前ぜん日じつ。

　加か代よちゃんの家いえには、チョコレートの甘あまい香かおりがただよっていた。

「オキテはあるけど、チョコ、なんとか渡わたせるようにがんばろう！」

　って、気きを取とり直なおした私わたしたちは、３人にんでいっしょに、チョコ作づくりをしてるんだ。

「このチョコを湯ゆせんで溶とかして、シリコンの型かたに半はん分ぶんだけ入いれて、冷れい蔵ぞう庫こで冷ひやして固かためる、と……。ふんふん」

　加か代よちゃんはレシピを見みながら、大おおきなボウルに、白しろい板いたチョコをバキバキと割わり入いれた。

　お菓か子し作づくりが得とく意いなさっこは、むずかしいチョコに挑ちょう戦せんするみたい。

　何なん枚まいもあるレシピを真しん剣けんに読よみながら、袋ふくろから材ざい料りょうを取とり出だしていた。

「まずはカップケーキを作つくらなきゃ。マーガリンを溶とかす……。加か代よちゃん、レンジ借かりてもいい？」

「もちろん。好すきに使つかって」

「ありがとう。えーっと、次つぎは……。小こ麦むぎ粉こと、ココア、ベーキングパウダーをいっしょにふるっておく。よし！」

　さっこはお皿さらに入いれたマーガリンをレンジにかけると、粉こなふるいにいろいろと粉こなを投とう入にゅうした。

　なれた手てつきに、私わたしは感かん動どうしてしまった。

「さっこ、手て際ぎわがいいねー！　さすがだよ」

「ていうか、『まずはカップケーキを作つくる』ってすごいよね。カップケーキがゴールじゃないんだ」

「だってバレンタインだもん。カップケーキをチョコでコーティングするんだよ」

「すごいね～～！」

　私わたしと加か代よちゃんが感かん心しんしてる間あいだにも、さっこはどんどん手てを動うごかす。

「さくらは何なに作つくってるの？」

「私わたしはビターな生なまチョコだよ」

　ビターチョコを、包ほう丁ちょうで刻きざみながら答こたえる。

「先せん輩ぱいは甘あまいものそんなに好すきっぽくないから、甘あまさひかえめなほうがいいかなって思おもって」

「ほろ苦にがい感かんじの、ビターな生なまチョコか～。伊い吹ぶき先せん輩ぱい、よろこびそう！」

　夏なつ休やすみに、幼よう稚ち園えん演えん奏そう会かいの実じっ行こう委い員いんをしたとき、暑あつさでバテてしまった私わたしに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいはいちごミルクのジュースを買かってきてくれた。

　私わたしがいつもいちごミルクを飲のんでいたのを、先せん輩ぱいはなぜか知しってたみたい。

　そのとき、先せん輩ぱいは、


『そんな甘あまいの、よく飲のめんな』



　って言いってた。

　だからきっと、甘あまいものが好すきじゃないんだろうなって、わかったんだ。

　ほろ苦にがい生なまチョコなら、伊い吹ぶき先せん輩ぱいも食たべてくれるかもしれない。

　お鍋なべであたためた生なまクリームに、刻きざんだビターチョコを入いれた。

「よろこんでくれるといいなぁ」

　願ねがいをこめて、生なまクリームとビターチョコを、泡あわ立だて器きでゆっくり混まぜ合あわせた。

「よろこんでくれるよ！」

「うん！　絶ぜっ対たい大だい丈じょう夫ぶ！」

　さっこと加か代よちゃんの言こと葉ばに背せ中なかを押おされて、心しん配ぱいごとよりも、わくわくする気き持もちのほうが大おおきくなっていく。

「さっこと加か代よちゃんのチョコも、よろこんでもらえるよ！」

「だといいなぁ～。村むら中なか先せん輩ぱい、甘あまいの好すきみたいだし」

「私わたしも、絶ぜっ対たいに高たか田だ先せん輩ぱいを感かん動どうさせるよ！」

　想おもいが伝つたわりますように、って願ねがいながら、手てを動うごかす。




　３人にんでいっしょにお菓か子し作づくり、すごく楽たのしいな。

　さっこと加か代よちゃんがいてくれて、本ほん当とうによかった。




「そろそろ、焼やき上あがったかな」

　さっこが、オーブンの中なかをのぞきこんで言いった。

「すごい！　もうカップケーキができちゃうんだ！」

　オーブンからは、いい香かおりがただよっている。

　ふっくらとふくらんだカップケーキを見みたら、私わたしの気き持もちもはずんできた。

「楽たのしみにしてて。さくらと加か代よちゃんの分ぶんも作つくってるから」

「私わたしも！　生なまチョコ、ふたりの分ぶんも作つくってるよ」

「私わたしもだよ。みんなで食たべようと思おもって、たくさん作つくってるんだ」

「じゃあ、できあがったら試し食しょく会かいだね！」

「「うん！」」

　さっこのカップケーキも、加か代よちゃんのチョコも、とっても楽たのしみ！

　ハートの型かたにチョコを流ながし入いれながら、加か代よちゃんはうーんとうなる。

「あとは、どうやって渡わたすかなんだよな～～」

「そうだよね。引いん退たい前まえだから、みんなオキテがあるもんね」

「『いつもお世せ話わになってます！』って、義ぎ理りチョコっぽく渡わたせば大だい丈じょう夫ぶかな～」

「それいいね！」

「あ！　ひらめいた!!　義ぎ理りチョコっぽく渡わたすけど、中なかには『好すきです』のメッセージを入いれちゃうとか!?」

　策さく士し・さっこのひらめきに、加か代よちゃんは真まっ赤かになった顔かおを両りょう手てでかくした。

「わ～～どうしよう～～。メッセージ入いれちゃおうかな～～。ドキドキしてきた！」

「さっこはどうするの？」

「私わたしは直ちょっ球きゅう勝しょう負ぶ！　明日あしたの部ぶ活かつ中ちゅうに、『部ぶ活かつが終おわったら、いつもの公こう園えんに来きてください』ってメッセージ送おくるんだ」

　さすがさっこ。感かん心しんしていると、加か代よちゃんが食くいついた。

「いつもの公こう園えんって!?」

「ああ、クリスマスプレゼントを渡わたすときに先せん輩ぱいを呼よび出だした、近ちかくの公こう園えんだよ。たま～にそこで待まち合あわせして、映えい画がを観みに行いったりしてるんだ。観みに行いくのはホラー映えい画がだから、ロマンチックなのかなんなのか、わかんなくて笑わらえるでしょ」

「ロマンチックだよ～～～～！」

「ふたりの『いつもの場ば所しょ』があるなんて。ステキ!!」

　おいしそうに焼やき上あがったカップケーキに、あやしげな紫むらさき色いろと緑みどり色いろのチョコを塗ぬりたくりながら、さっこが私わたしを見みた。

「さくらは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにどうやって渡わたすの？」

「うーん。どうしようか、なやみ中ちゅうなんだ」

「そういえば！」

　冷れい蔵ぞう庫こからチョコを出だしていた加か代よちゃんが、ガバッと振ふり返かえった。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいのバレンタイン伝でん説せつ、知しってる？」
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「伊い吹ぶき先せん輩ぱいの、バレンタイン伝でん説せつ!?」



　私わたしの横よこで、さっこが「あ～～。知しってる！」とうなずいてる。

　うわっ。知しらないの、私わたしだけ??

「どんな伝でん説せつなの？」

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいが１年ねん生せいのときの話はなしなんだけど。登とう校こうしたとたん、昇しょう降こう口ぐちでチョコを渡わたされたんだって。うっかりそれを受うけ取とってしまったら、次つぎから次つぎへとチョコを渡わたされて、放ほう課か後ごまでに、なんと段だんボール箱ばこ３箱ぱこ分ぶんのチョコが集あつまったらしいよ」

「ええっ!?」

　加か代よちゃんが教おしえてくれた伊い吹ぶき先せん輩ぱいの伝でん説せつが、想そう像ぞうよりすごくて、言こと葉ばがでない。

　段だんボール箱ばこ３箱ぱこ分ぶんって、チョコ何なん個こ分ぶん？

　とにかくすごい数かずだってことだけはわかる。

　ぼうぜんとしていたら、さっこも口くちを開ひらいた。

「私わたしが聞きいた伝でん説せつは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが２年ねん生せいのときの話はなしなんだけど」

「う、うん」

「２年ねん生せいのときは、チョコをいっさい受うけ取とらなかったんだって」

「１年ねん生せいのときの経けい験けんを活いかしたんだね、先せん輩ぱい」

「そうみたい。でも、帰かえるときに他た校こうの生せい徒とたちの待まち伏ぶせで、学がっ校こうから駅えきまで渋じゅう滞たいして大たい変へんなことになったらしいよ」

「……」

　あまりのすごさに、なにも言いえなくなってしまう。

　お兄にいちゃんの高こう校こうにも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにチョコを渡わたしたい人ひとがいるって言いってた。

　それって、他ほかの中ちゅう学がくの女じょ子しだけじゃなくて、高こう校こう生せいにもファンがいるってことだ。

　あのとき想そう像ぞうしてしまった、『伊い吹ぶき先せん輩ぱいが校こう門もんを出でたとたん、チョコを持もって、ズラッとならんで待まってる他た校こうの女じょ子したち』が、去きょ年ねん、現げん実じつに起おきていたなんて！

　今こ年としはどんなことになるんだろう……。

「どうしよう。今こ年としも受うけ取とってもらえない可か能のう性せいもあるし、帰かえり道みちも先せん輩ぱいがひとりになるチャンスなんて、ないかもしれないよね……」

　しょんぼりとそう言いった私わたしに、さっこと加か代よちゃんがあわてて手てを振ふる。

「いやいや、さくら、大だい丈じょう夫ぶ！　あくまでもこれは伝でん説せつだから！」

「そうそう。尾おひれ背せびれついて、話はなしがだいぶ大おおきくなってると思おもうよ！」

　ふたりはフォローしてくれるけど、ただの伝でん説せつとは思おもえない。

　だって、新しん聞ぶん部ぶの『バレンタインに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにチョコを渡わたすかどうか』の匿とく名めいアンケートで、『全ぜん校こう女じょ子しの半はん分ぶん以い上じょうが渡わたす』って結けっ果かになったって内ない藤とうさんも言いってたし……。

　さすがに怖おじ気けづいちゃうよ。

「私わたし、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの電でん話わ番ばん号ごうも、メッセージアプリのＩアイＤディーも知しらないから、呼よび出だすこともできないし……。ますます渡わたせる自じ信しんがなくなってきたよ」

　ひとりでずっと抱かかえていた、バレンタインの心しん配ぱいごとが、ふき出だしてしまう。

「ごめんね、さくら。よけいなこと言いって」

「ほんとごめん！　楽たのしすぎてテンション上あがりすぎちゃってたよ」

　さっこと加か代よちゃんが、手てをあわせて、もうしわけなさそうに言いった。

「実じつは最さい近きん、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにチョコを渡わたせるかどうか、ずっと心しん配ぱいだったんだ。でも、なんか言いい出だしづらくて、ひとりで抱かかえこんじゃってたの」

　私わたしは顔かおを上あげて、心しん配ぱいしないでって笑え顔がおをふたりに向むけた。

「だから、さっこと加か代よちゃんに弱よわ音ねを聞きいてもらえて、ちょっとほっとしたよ」

　加か代よちゃんは、何なにかを考かんがえるように少すこしだけ口くちをつぐんだ。

「冬ふゆ合がっ宿しゅくの最さい終しゅう日びに、やなぎ中ちゅうの人ひとたちに絡からまれたときにね、私わたしがひとりで合がっ宿しゅく所じょに戻もどって、先せん輩ぱいたちに助たすけを求もとめに行いったでしょ？」

「うん」

「あのとき、伊い吹ぶき先せん輩ぱい、すぐ外そとに飛とび出だして行いったんだ。すごく心しん配ぱいそうだったよ。さくらのこと、後こう輩はいってだけじゃなくて、なんかすごく大たい切せつにしてる感かんじがしたの」

「大たい切せつにしてる……？」

「うん！　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、誰だれにでも優やさしいわけじゃないもん」

「私わたしもそう思おもう！　伊い吹ぶき先せん輩ぱいにとって、さくらは特とく別べつな後こう輩はいなんだと思おもうよ」

　ふたりの言こと葉ばが、じわじわと心こころにしみこんでいく。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの本ほん当とうの気き持もちは、先せん輩ぱいにしかわからない。

　だけど、『やっぱりチョコを渡わたせばよかった』『がんばればよかった』って、やらなかったことを後こう悔かいすることだけは、いやだって思おもうんだ。

　渡わたせるかもしれない。渡わたせないかもしれない。

　よろこんでもらえるかもしれない。困こまらせるかもしれない。

　そもそも、受うけ取とってもらえないかもしれない。

　そんな不ふ安あんが、次つぎ々つぎと頭あたまの中なかに浮うかんできて、ひるんでしまうけれど。

　考かんがえたら、ぜんぶ『かもしれない』っていう、可か能のう性せいでしかないんだ。

「やってみなきゃわからないよね」

　ぽつりとつぶやいたら、さっこと加か代よちゃんは、力ちから強づよくうなずいてくれた。

「そうだよ！」

「渡わたす前まえから、あきらめることだけはしたくないもん」

「加か代よちゃん、さっこ、ありがとう！　私わたし、がんばってみる！」

　ふたりのあたたかい気き持もちがうれしくて、私わたしは笑え顔がおを取とり戻もどすことができたんだ。




「完かん成せい～！」

　加か代よちゃんがシリコンの型かたから取とり出だしたのは、上うえが白しろで下したが茶ちゃ色いろ。きれいな二層そうになった、ハート形がたのチョコだった。

「私わたしもできた！」

　固かたまった生なまチョコを、ゆっくりバットから取とり出だして四し角かくく切きる。

　それから、ココアパウダーと、粉こな砂ざ糖とうを振ふりかけた。

「わ～～。オシャレだね！」

「おいしそう!!」

　わいわい言いいながら、スマホで撮さつ影えい会かいが始はじまった。

「はい、さくら。さっこも。ハートチョコ、試し食しょくしてみて」

「うん。いただきます」

「いただきま～す」

　加か代よちゃんの二層そうチョコをぱくっと食たべると、ホワイトチョコとミルクチョコ、ふたつの味あじが口くちの中なかいっぱいに広ひろがる。

「おいしいよー！」

「かわいいし、おいしいし、最さい高こうだね！」

「うふふ～。ありがとう。ラッピングもがんばるぞ～」

「じゃあ、私わたしのもどうぞ」

　ココアパウダーと、粉こな砂ざ糖とうを振ふりかけた生なまチョコを、ふたりのお皿さらに載のせた。

「わぁ。オシャレだね。いただきま～す！　うん！　微び妙みょうに味あじが違ちがってすごくいいよ！」

「本ほん当とうだ！　おいしい～～～！　ほろ苦にがいオトナの味あじだね！」

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、好すきそう！」

「よかった～～。安あん心しんしたよ」

　味あじも見みた目めも、ふたりから合ごう格かく点てんをもらって、ほっと胸むねをなでおろす。

「私わたしも、で～きた!!」

　さっこが私わたしたちの前まえに置おいたお皿さらには……。

「こ、これなに？」

「ゾンビくんとデビルくんだよ。かわいいでしょ～？」

　おいしそうに焼やけたカップケーキに、さっこが紫むらさき色いろと、緑みどり色いろのチョコを塗ぬっていたけど……。

　紫むらさきと緑みどり色いろのカップケーキには、かぼちゃの種たねやアーモンド、レーズンやチョコなんかで目めや口くちがついてる。

「あ、うん。よく見みたらかわいいよ！」

「高たか田だ先せん輩ぱいは好すきそう、だね」

「でしょ～～～？　かわいいよね～！　しかも！」

　さっこはスマホで動どう画が撮さつ影えいをしながら、ゾンビくんにざっくりとフォークを入いれた。

「ぎゃー！」

「わわっ」

　なんと！　ゾンビくんの中なかから、赤あかいソースがドロ～ッと出でてきたんだ！

「うふふ。うまく撮とれた」

　動どう画がもバッチリで、さっこは上じょう機き嫌げん。
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「高たか田だ先せん輩ぱいが箱はこを開あけたときに、ゾンビくんとデビルくんからラズベリーソースが出でちゃってる可か能のう性せいもあるでしょ？　だから、念ねんのために動どう画が撮とっておきたかったんだ～」

「それって、箱はこを開あけた瞬しゅん間かん、真まっ赤かなラズベリーソースの中なかで、ゾンビくんとデビルくんがぐったりしてるってこと？　……それはホラーだね」

「うん。地じ獄ごく絵え図ずだね」

「どっちになってもオイシイでしょ!?」

「たしかに。いろんな意い味みでオイシイかも」

「ぷぷっ」

「あはははは!!」

　なんだかおかしくって、みんなでケラケラ笑わらっちゃった。

　ホラー好ずきな高たか田だ先せん輩ぱいのために、ここまでがんばったさっこ。

　どうかどうか、受うけ取とってもらえますように！

　ひとしきり笑わらったあと、さっこが遠とおくを見みつめながら口くちを開ひらいた。

「去きょ年ねんは受じゅ験けんがあったから、バレンタインどころじゃなかったよね」

「たしかに！　そうだったね」

「チョコを作つくる余よ裕ゆうも時じ間かんもなくて、スーパーで買かったチョコをうちらで交こう換かんし合あったよね」

　なつかしいな。

　去きょ年ねん、私わたしはふたりとはちがう中ちゅう学がっ校こうを受じゅ験けんするって決きめていた。

　別べつ々べつの中ちゅう学がっ校こうに行いっても、ずっとずっと仲なかよくしてねって気き持もちをこめて、友ともチョコを渡わたしたんだった。

　１年ねん後ご、私わたしたちは同おなじ中ちゅう学がっ校こうで、同おなじ部ぶ活かつで、いっしょにバレンタインのチョコを作つくってるなんて！

　こんな楽たのしくてわくわくする未み来らいが待まってるんだよって、あのころの私わたしに伝つたえたい。

「そもそもさ、去きょ年ねんはバレンタインのチョコを渡わたしたい男だん子しなんていなかったし、バレンタインといえば、友ともチョコ交こう換かん会かいでしかなかったのに」

「本ほん当とうに！　今こ年としはさー、うちら恋こいしてるよね～～」

　ふたりの言こと葉ばに、私わたしもうなずく。

「こんなふわふわした気き持もち、恋こいをしてはじめて知しったよ」

「うんうん。甘あまいだけじゃないけど……これが恋こいなんだね」

　さっこがにっこり笑わらった。

「３人にんで好すきな人ひとにチョコを作つくるって、うれしいね」

「うれしいね～」

　そうだよね。

　好すきな人ひとがいるって、それだけでステキなことだよね。

　私わたしの生うまれて初はじめての本ほん命めいチョコ、初はじめて好すきになった人ひとに渡わたしたい！

『感かん謝しゃチョコ』ってことで渡わたさなくちゃいけなくても、中なか身みはしっかり『本ほん命めいチョコ』だ。

「すごくむずかしいかもしれないけど……私わたし、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにどうにかして渡わたせるようにがんばるよ！」

　宣せん言げんしたら、勇ゆう気きがむくむくとふくらんできた。

「うん！　よーーし、バレンタイン、がんばるぞーーーー!!」

「「おーー!!」」

　できあがったチョコを、そ～っと箱はこに入いれる。

「よし、ラッピングもがんばろう！」

「うん！　よろこんでもらえますように」

「受うけ取とってもらえますように」

　３人にん、それぞれの願ねがいを、リボンで箱はこに閉とじこめたんだ。
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　ついにやってきた、バレンタインデー。

　ていねいにラッピングしたチョコを、カバンに入いれて持もってきた。

　いっしょに登とう校こうしたさっこと加か代よちゃんも、緊きん張ちょうと不ふ安あんとドキドキが入いり混まじった顔かおをしている。

「なんかさわがしいね」

「本ほん当とうだ」

　校こう門もんをくぐって昇しょう降こう口ぐちに近ちかづいていくと、いつもと様よう子すがちがう。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、登とう校こうした!?」

「伊い吹ぶきくんが教きょう室しつに向むかってるって！」

「今こ年としこそは受うけ取とってもらえますように！」

　わわっ。昇しょう降こう口ぐちもろうかも階かい段だんも、チョコを持もった女じょ子しで大だい混こん雑ざつしてる。

　朝あさから学がっ校こう中じゅうが大おおさわぎになってるみたい。

「これは……」

「すごいね」

「うん。想そう像ぞう以い上じょうの盛もり上あがりだわ」

　あまりにもすごい光こう景けいに、思おもわず立たちつくしてしまった。

　いやいや、このいきおいに負まけちゃいけない。私わたしもがんばらなきゃ！

　きゃあきゃあ言いってる女じょ子したちの間あいだをすりぬけて、ろうかを進すすむ。

　階かい段だんには、女じょ子しの行ぎょう列れつができていた。

　１年ねん生せいの教きょう室しつがある４階かいまでなんとかたどり着ついて、ふーっと息いきをついたけど……。

「あ！　崎さき山やまくん、教きょう室しつにいる！」

「本ほん当とうだ！　崎さき山やまくーん！」

「ちょっと！　ならんでるんだから、横よこ入はいりしないでよ」

「最さい後こう尾びはあっち！」

　なんと、教きょう室しつ前まえのろうかには、崎さき山やまくんにチョコを渡わたす、長ちょう蛇だの列れつができていたんだ！

　２年ねん生せいや３年ねん生せいも交まじっているみたい。

「崎さき山やまくんも、さすがの人にん気きだね」

「ほんとだね。でも、崎さき山やまくんってモテるのに彼かの女じょいなそうだよね。なんでだろ」

　首くびをかしげながら、さっこと加か代よちゃんは自じ分ぶんたちの教きょう室しつに入はいっていった。

　崎さき山やまくんはきっと、チョコをもらうより、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにあげたいんじゃないかな……。

　崎さき山やまくんなら、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの連れん絡らく先さきも知しってるし、うまく渡わたせそう。

　それにしても、今いま、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの教きょう室しつは、どんなことになってるんだろう。

　崎さき山やまくん以い上じょうの、長ながい列れつができてしまってるんじゃないかな？

「もしかして……！」

　階かい段だんにならんでいた人ひとたちって……。

　みんな、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにチョコを渡わたしたくてならんでたのかも!?

　くらりとめまいがした。

　きっとどうにかなるって自じ分ぶんに言いい聞きかせていたけど、どうにもならないかも……。

　いやいや、部ぶ活かつの後あとにチャンスを探さがそう！　弱よわ気きになっちゃダメだ。

　自じ分ぶんをはげましながら、教きょう室しつに入はいろうとすると。

「おはよう、さくら！」

　ニコニコ笑え顔がおのカレンが、手てを振ふりながらやってきた。

「おはよう、カレン。ご機き嫌げんだね。なにかいいことあった？」

「だって今日きょうはバレンタインだも～ん」

「あ、そうだよね。カレンもチョコ持もってきたの？」

「へ？」

　カレンは大おおきな目めをぱちくりさせた。

「なんで？　私わたしは持もってきてないよ」

「そうなんだ」

「だって、バレンタインって、男だん子しがプレゼントを渡わたして告こく白はくする日ひでしょ？」

「えっ」

　もしかして、アメリカではそうなのかな。

　日に本ほんでは女じょ子しがプレゼントする日ひなんだよって、教おしえてあげよう。

「カレン、あのね」

「うふふ。楓かえでからのプレゼント、楽たのしみだなぁ～～。じゃあね、さくら！」

「えっ、あ……」

　私わたしの言こと葉ばなんて耳みみに入はいってないみたい。

　カレンはウキウキしながら、スキップで自じ分ぶんの教きょう室しつに入はいってしまった。

「あ～……」

　どうしよう。かんちがいで、何なにかトラブルが起おこらないといいけど……。

　ろうかに立たちつくしていると、すぐに予よ鈴れいが聞きこえてきて、私わたしもあわてて教きょう室しつに駆かけこんだ。




「おはよ～さん。ホームルームをはじめるぞ～。って、なんだこれ」

　担たん任にんの鈴すず木き先せん生せいが、教きょう室しつをぐるりと見みまわしてぽかんと口くちを開あけた。

「欠けっ席せき……じゃないな。カバンも筆ひっ記き用よう具ぐもあるもんな。女じょ子し５人にん、どこ行いった？」

　ホームルームが始はじまっても、クラスの女じょ子し５人にんが行ゆく方え不ふ明めいのまま。

　いったい、どこに行いっちゃったんだろう？

「３年ねん生せいの教きょう室しつに行いってるんじゃないですか～」

　男だん子しがあきれたように言いうと、みんながわいわいさわぎだす。

「は？　３年ねん生せいって、まさか……。伊い吹ぶきにチョコ渡わたすために？　うそだろ～」

　鈴すず木き先せん生せいは笑わらってたけど、５人にんはホームルームが終おわっても、戻もどってこなかった。




「はぁ～。ぜんぜんダメだった。人ひとが多おおすぎて渡わたせなかったよ」

「しかも、鈴すず木き先せん生せいに見みつかっちゃってさ」

　１時じ間かん目めのチャイムが鳴なる中なか、５人にんはチョコを持もったまま戻もどってきた。

　あきれ顔がおの鈴すず木き先せん生せいに注ちゅう意いされたらしい。

　そのあと、うちのクラスからは、授じゅ業ぎょうをサボってチョコを渡わたしに行いく人ひとはいなくなった。

　でも、２時じ間かん目め、３時じ間かん目めと時じ間かんが進すすんでいくと、チョコを渡わたせないでいた人ひとたちは、あせったみたい。

　授じゅ業ぎょうをサボる人ひとや、授じゅ業ぎょうに出でてもそわそわと落おち着つきのない人ひとたちが、よほど多おおかったようで……。

　ついに、先せん生せいたちの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切きれてしまった。




「うぉーい。今日きょうの昼ひる休やすみは、全ぜん員いん教きょう室しつ内ないで弁べん当とうを食たべてくれ～」

「「「ええええ～～～～!?」」」

　昼ひる休やすみが始はじまってすぐ、教きょう室しつにやってきた鈴すず木き先せん生せいがみんなに呼よびかけた。

　チョコを持もって教きょう室しつを出でようとしていた女じょ子したちは、みんな口くちをとがらせる。

　いつもは職しょく員いん室しつでお弁べん当とうを食たべてる鈴すず木き先せん生せいも、今日きょうは教きょう室しつで食たべるみたい。

「とりあえず、自じ分ぶんの席せきに座すわって。もうすぐ始はじまるから」

「始はじまるってなにが？」

「校こう長ちょう先せん生せいからの、ありがた～いお話はなしだ」

「「「えっ!?」」」

　先せん生せいは、教きょう室しつの大おお型がたテレビをつけた。

　画が面めんには、苦にがい顔かおの校こう長ちょう先せん生せいが映うつっている。

「校こう長ちょう室しつからの生なま配はい信しんだ。みんな、弁べん当とう食たべながらでいいから見みてくれな」

　いつも笑え顔がおな校こう長ちょう先せん生せいが、どんよりと暗くらい顔かおで話はなし始はじめた。

『えー……。本ほん日じつは２月がつ14日か。世せ間けんではバレンタインデーですが、学がっ校こうは通つう常じょう授じゅ業ぎょうの日ひであります。ですが、一いち部ぶの生せい徒とが学がく内ないにチョコレートを持もちこみ、授じゅ業ぎょうに出しゅっ席せきしない事じ態たいが発はっ生せいしています』

　ごくっと、息いきをのむ音おとが教きょう室しつのどこからか聞きこえた。

　みんな、お弁べん当とうを食たべる手てを止とめて、校こう長ちょう先せん生せいの話はなしに注ちゅう目もくしている。

『我わが校こうは自じ主しゅ性せいを重おもんじる校こう風ふうではありますが、自じ主しゅ性せいの方ほう向こうをはきちがえてはいないでしょうか。非ひ常じょうに残ざん念ねんです。先さきほど、緊きん急きゅう職しょく員いん会かい議ぎを行おこないました。そこで、我わが校こうは、本ほん年ねんから……』

　校こう長ちょう先せん生せいは一いち度ど言こと葉ばを区く切ぎり、キリッとした顔かおで言いい放はなった。





『バレンタインをいっさい禁きん止しすることを決けっ定ていしました！』







「「「ええええええ～～～～!?」」」



　教きょう室しつに悲ひ鳴めいのような声こえが響ひびいた。

　うちのクラスだけじゃない。

　両りょうどなりのクラスからも、下したの階かいからも、学がっ校こう中じゅうが大だい絶ぜっ叫きょう。

『今こ年としは、あまりにもひどい。今いままで黙もく認にんしていただけで、学がっ校こうにお菓か子しを持もってくるのは、本ほん来らい、校こう則そく違い反はんです。ということで、チョコを持もってきた女じょ子し諸しょ君くん、持じ参さんしたチョコは、昼ひる休やすみ中ちゅうに担たん任にんまで提てい出しゅつするように』

「「「ええええ～～～～！！！！」」」

『すでにチョコをもらった男だん子し諸しょ君くん、残ざん念ねんながらこれも没ぼっ収しゅうとします』

「「「ええええ～～～～！！！！！」」」

　女じょ子しの悲ひ鳴めいと男だん子しの嘆なげきが、あちこちから聞きこえてくる。

　泣なき出だす人ひと、怒おこる人ひと、ぼうぜんとする人ひと、がっくりと肩かたを落おとす人ひと。

　私わたしも、ショックで目めの前まえが真まっ暗くらになっていた。

　放ほう送そうを終おえたテレビを消けして、鈴すず木き先せん生せいがみんなに声こえをかける。

「……ということなんだ。チョコを持もってきた人ひとは、昼ひる休やすみ中ちゅうにこの箱はこに入いれてくれ」

「え～～～!!」

「がんばって作つくったのに、ひどいよ先せん生せい！」

「俺おれだってな～、本ほん当とうはこんなことしたくないんだよ。でもな、さすがにな～……」

　先せん生せいも、困こまっているみたい。

　そうだよね。先せん生せいたちも、ほんとうはこんなことやりたくないよね。

　校こう長ちょう先せん生せいの話はなしだって、当とう然ぜんのことばかりだった。

　チョコを持もってくるのは、校こう則そく違い反はんだし、いけないことだって……わかってはいるけれど。

　でも、誰だれもチョコを没ぼっ収しゅう箱ばこに入いれられない。

　私わたしもそう。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいに食たべてもらいたくて、一いっ生しょうけんめい作つくった生なまチョコ、没ぼっ収しゅうされたくないよ。

　動うごけない私わたしたちを見みて、鈴すず木き先せん生せいがため息いきをついた。

「授じゅ業ぎょうサボってまでチョコ渡わたされたって、もらう側がわもうれしくないと思おもうぞ」

　その言こと葉ばに、今日きょうの騒そう動どうをあきれて見みていた人ひとたちも声こえを上あげた。





「校こう長ちょう先せん生せいの言いう通とおりです。授じゅ業ぎょうのジャマをしたり、校こう則そくを破やぶるのは、どう考かんがえても学がく生せいの本ほん分ぶんを超こえています」

「せっかく今いままで黙もく認にんしてもらっていたのに、自じ分ぶんたちで首くびをしめるようなことをしたってだけでしょ」






　その声こえを聞きいて、授じゅ業ぎょうをまじめに聞きいていた人ひとたちが立たち上あがる。

「ていうか、一いち部ぶの人ひとの迷めい惑わく行こう為いのせいで、ルールを守まもってバレンタインを楽たのしんでる人ひとまでチョコを没ぼっ収しゅうされるって、納なっ得とくがいかないよ！」

「そうだよ！　授じゅ業ぎょうをサボった人ひとだけ没ぼっ収しゅうすればいいじゃん！　巻まきこまないで！」

「いや、学がっ校こうにチョコを持もってくる時じ点てんでルール違い反はんじゃん。うちらのせいにしないでよ！」

　わわっ。クラス内ないが大たい変へんなことになってしまった。

　でも……。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが高こう等とう部ぶに行いったら、きっともうチョコなんて渡わたせない。

　バレンタインで想おもいを伝つたえるチャンスは、これが最さい後ごだと思おもっていたのに。

「はいはい、みんなの考かんがえも、気き持もちも、わかってるよ」

　言いい争あらそいを止とめた鈴すず木き先せん生せいが、優やさしいまなざしで続つづけた。

「チョコは没ぼっ収しゅうするけど、恋れん愛あいしちゃいけないってわけじゃないからな」

　先せん生せいの言こと葉ばに、みんなが口くちを閉とざした。

　いっきに教きょう室しつ内ないが静しずかになる。

「恋れん愛あいは大だい事じだぞ～。大たい切せつな人ひとを思おもいやる気き持もちも芽め生ばえるしな」

　うんうんとうなずく人ひと、あきれてため息いきをつく人ひと、表ひょう面めん上じょうの反はん応のうはそれぞれだけど、みんな真しん剣けんに先せん生せいの話はなしを聞きいていた。

「学がっ校こうは教きょう科か書しょの内ない容ようを学まなぶだけの場ば所しょじゃない。こうやって意い見けんを交かわしたり、じゃあどうしたらいいかって話はなし合あって、新あたらしいルールを作つくったり、恋れん愛あいするのだってだいじな勉べん強きょうだ。でもな、だからといって、教きょう科か書しょの勉べん強きょうをしたい人ひとの『学まなぶ権けん利り』を奪うばうのはちがうよな」

　授じゅ業ぎょうをサボっていた女じょ子したちが、ハッとした顔かおでチョコに視し線せんを落おとした。

「ルールを守まもったうえで恋れん愛あいしてくれ。それが『いい恋こい』につながると思おもうぞ」

　しん、と静しずかになった教きょう室しつで、男だん子しが手てを挙あげた。

「先せん生せいは恋れん愛あいしてますかー？」

「先せん生せいはなぁ、毎まい日にち奥おくさんに恋こいしてる！」

　先せん生せいがキリッとした顔かおで言いい切きると、みんながきゃーきゃーさわぎ出だした。

　いっきに教きょう室しつ中じゅうが明あかるい雰ふん囲い気きになる。

　そんな中なか、内ない藤とうさんがカバンからチョコを取とり出だした。

「私わたし、ルールを守まもって恋れん愛あいする。鈴すず木き先せん生せいの言こと葉ばに共きょう感かんしたから」

「内ない藤とうさん……」

　バレンタインなんてなくなっちゃえばいいのに、って言いっていた内ない藤とうさん。

　でも、内ない藤とうさんが手てにしているのは、とってもステキにラッピングされたチョコだ。

　渡わたしたいけどオキテがあって渡わたせない。

　でも、渡わたしたい。

　ルールと気き持もちの板いたばさみになりながら、想おもいをこめて作つくったんだろうな。

　内ない藤とうさんの気き持もちを思おもうと、苦くるしいほど切せつなくなってくる。

「『これは友ともチョコだから』って、ごまかして渡わたそうとしてたけど……。私わたしは、ルールを破やぶりたくないって思おもったから」

　立たち上あがった内ない藤とうさんは、チョコを持もって、先せん生せいがいる教きょう卓たくに歩あるいて行いった。

　そして、迷まよいなくチョコを没ぼっ収しゅう箱ばこに入いれた。
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「内ない藤とう、いい恋こいしてるな」

「……はい」

　鈴すず木き先せん生せいに優やさしい声こえで言いわれて、内ない藤とうさんは泣なきそうな笑え顔がおでうなずいた。

　その笑え顔がおはとってもきれいで、かっこよかった。

　自じ分ぶんの席せきに戻もどってきた内ない藤とうさんの姿すがたに、みんなも心こころを打うたれたみたい。

「じゃあ、私わたしも」

「……そうだね。私わたしもいい恋こいしたい」

　次つぎ々つぎと、女じょ子しがカバンからチョコをだして、没ぼっ収しゅう箱ばこに入いれていった。

　みんな、無む念ねんな中なかにも、どこか清すが々すがしいような表ひょう情じょうをしている。

「そうだよね……」

　自じ分ぶんと会かい話わをするように、私わたしは小ちいさくつぶやいた。

　禁きん止し令れいが出でたのにこっそり渡わたしても、きっと伊い吹ぶき先せん輩ぱいはよろこばないと思おもう。

　ルールを守まもらない人ひとなんだなって、逆ぎゃくにがっかりされたり、嫌きらわれてしまうかもしれない。

　私わたしもカバンからチョコを取とり出だした。

　先せん輩ぱいに食たべてほしくて、いろいろ考かんがえて作つくった、ビターな生なまチョコ。

　さっこと加か代よちゃんと、わくわくしながらいっしょに作つくった思おもい出でも、チョコにこめた想おもいも、ちゃんと私わたしの心こころに残のこってるから。

「私わたしも……」

　みんなの想おもいが詰つまったチョコでいっぱいになった没ぼっ収しゅう箱ばこに、そっと入いれた。

「切せつないな～。でもあきらめるなよ～」

　私わたしにだけ聞きこえるような声こえで、先せん生せいがそんなことを言いってくれるから。

　ぶわっと涙なみだがあふれそうになって、こらえるのが大たい変へんだった。

「これでぜんぶだな？　よし、みんないい恋こいしような。そんで、とりあえず弁べん当とう食くおう！　先せん生せいは、奥おくさんといっしょに作つくったラブラブ弁べん当とう食くうぞ～！」

　教きょう室しつ中じゅうに、みんなの泣なき笑わらいの声こえが響ひびく。

　パチッと内ない藤とうさんと目めがあって、私わたしは「ありがとう」の気き持もちをこめてほほえんだ。

　内ない藤とうさんの行こう動どうと切せつなさに胸むねを打うたれた。

　その勇ゆう気きと決けつ意いのおかげで、私わたしもチョコを提てい出しゅつできたよ。

　照てれ笑わらいを浮うかべた内ない藤とうさんは、しっかりとうなずき返かえしてくれた。
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　バレンタイン禁きん止し令れいの影えい響きょうか、部ぶ活かつはなんの問もん題だいもなく、おだやかに終おわった。

　部ぶ室しつに詰つめかけるファンもいなかったし、こっそりチョコを渡わたす部ぶ員いんもいなかったみたい。

　でも、さすがにいつもどおりというわけはなくて。

「おつかれさまです……」

「おつかれさま……」

　まるでお葬そう式しきのように、女じょ子しはみんな、ずーんと落おちこんでる。

　２年ねん生せいや３年ねん生せいの女じょ子しの先せん輩ぱいも、さっこも加か代よちゃんも。

　そして崎さき山やまくんまで。

　崎さき山やまくんは、みんなからもらった大たい量りょうのチョコだけじゃなくて、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに渡わたそうと思おもってた本ほん命めいチョコも没ぼっ収しゅうされちゃったのかな。

　もちろん、私わたしも納なっ得とくしてチョコを提てい出しゅつしたけれど、やっぱりショックが消きえない。

　がんばって作つくった生なまチョコを渡わたせないことも悲かなしいけれど……。

　今いまは、それ以い上じょうにつらいことがある。

「おつかれさま、伊い吹ぶき。今日きょうも残のこって練れん習しゅうするの？」

「ああ、少すこしだけしていく」

「ソロコンテストの県けん大たい会かい、近ちかいもんね。がんばって」

「ありがとな」

　高たか田だ先せん輩ぱいと会かい話わをする伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、すごくほっとした顔かおをしてるんだ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、バレンタイン禁きん止し令れいが出でて、よかったって思おもってるみたい。

　それって、チョコをもらいたい人ひとがいないってことだよね。

　チョコを渡わたせてないのに、いらないって言いわれちゃった気き分ぶんだよ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、私わたしに『恋れん愛あい対たい象しょうじゃないなんて、言いってないだろ』って言いってくれた。

　先せん輩ぱいのこと、『好すきでいたらダメ』とも言いわなかった。

　でも、それって……。

　イコール『特とく別べつ』ってわけじゃない。

　みんなと同おなじ、恋こいのスタートラインに立たってるってだけだ。

　音おん楽がく準じゅん備び室しつから、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのトランペットの音ね色いろが聞きこえてくる。

　いつもと変かわらない、美うつくしい演えん奏そう。

　先せん輩ぱいにとっては、バレンタインはドキドキわくわくする日ひではなくて、ただただ迷めい惑わくな日ひなんだろうな……。

　私わたしもチョコを渡わたしていたら、迷めい惑わくをかけていたかもしれない。

「これでよかったんだよ……」

　楽がっ器きを片かたづけて、帰かえる準じゅん備びをしながら、私わたしは自じ分ぶんをはげました。
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　音おん楽がく室しつを出でると、ろうかのすみっこでぼんやりしている崎さき山やまくんがいた。

「さ、崎さき山やまくん。大だい丈じょう夫ぶ？」

　そーっと近ちかづいて行いって、声こえをかけると、崎さき山やまくんはゆらりと顔かおを上あげて私わたしを見みた。

「うん。平へい気きだよ。はは……」

「……」

　崎さき山やまくん、目めが死しんでるよ……。

　ぜんぜん平へい気きじゃなさそうだけど、気き持もちはよくわかる。

「もしかして、チョコ……」

　小ちいさな声こえで言いうと、崎さき山やまくんは、首くびを縦たてに振ふった。

「姉あねたちに教おしえてもらって、トリュフ作つくったんだ……。最さい高こうにおいしいのができたのに……」

「うんうん」

「没ぼっ収しゅう……された……」

　ぷしゅーっと空くう気きが抜ぬけたように、ぐったりと壁かべによりかかった。

「私わたしもだよ。生なまチョコ、がんばって作つくったのになぁ……」

「切せつないよね……。俺おれ、さくらちゃんにも、友ともチョコ作つくってきたのに」

「そうだったの!?　崎さき山やまくんが作つくったチョコ、食たべたかったよ。でも、その気き持もちだけでうれしいな」

「そう言いってもらえて、ちょっと救すくわれたよ。はぁ……」

　こんなにぐったり元げん気きのない崎さき山やまくん、初はじめて見みるよ。

　冬ふゆ合がっ宿しゅくのときとは、また違ちがった落おちこみようで、なんて声こえをかけていいのかわからない。

「詩し音おん、帰かえるわよ」

　そのとき、柴しば田たさんがやってきた。

　崎さき山やまくんは、ゆっくりと顔かおを上あげる。

「うん。帰かえる……」

「なんで落おちこんでるのかわからないけれど、元げん気き出だすのよ」

「うん……」

　柴しば田たさんはきっと、崎さき山やまくんが落おちこんでる理り由ゆうをわかっていて、わからないふりをしてるんだと思おもう。

　優やさしいな……。

　でも、柴しば田たさんの気き持もちを思おもうと、切せつなくなっちゃうよ。

　柴しば田たさんは、ひそかに崎さき山やまくんが好すき。

　でも、崎さき山やまくんが伊い吹ぶき先せん輩ぱいを好すきってことを、知しってるんだ。

　自じ分ぶんの好すきな人ひとが、「好すきな人ひとにチョコを渡わたせなかった」って落おちこんでる姿すがたを見みるのは、とてもつらいはずだよね。

　心しん配ぱいになって、柴しば田たさんをチラリと見みる。

　私わたしの視し線せんに気きづいた柴しば田たさんは、ふっと優やさしく笑わらった。

『大だい丈じょう夫ぶよ』

　そう言いってるみたいに。

「あ、そうだ」

　崎さき山やまくんが、何なにかを思おもい出だしたように柴しば田たさんの顔かおを見みた。

「月つき乃のへの友ともチョコ、家いえにあるんだ。うちによってってよ」

「えっ……私わたしに？」

「うん。ガトーショコラ、作つくったんだ。すっごくおいしいやつ」

「……ありがとう。うれしいわ」

　柴しば田たさんは、ふんわりと、花はなが咲さくように笑わらった。

　その笑え顔がおがとってもステキで、私わたしも崎さき山やまくんも見み入いってしまう。

「月つき乃の、そんなによろこぶほど、ガトーショコラ好すきだったっけ？」

「そうね。まぁ……好すきよ」

「なにそれ～」

　あははと笑わらう崎さき山やまくんは、もうさっきまでの暗くらく落おちこんだ彼かれじゃない。
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　よかった。柴しば田たさんのおかげで、少すこし元げん気きを取とり戻もどしたみたい。

　そして……。柴しば田たさんも、とってもうれしそう。

「友ともチョコ」ってはっきり言いわれてもヘコまない柴しば田たさんは、すごくステキだ。

　心こころから崎さき山やまくんのことが好すきなんだって、伝つたわってくるよ。

　私わたしも、どんなことがあっても、チョコを渡わたせなくても、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことが好すきって気き持もちは大たい切せつにしようって思おもったんだ。




「帰かえろうか」

　音おん楽がく室しつから出でてきたさっこと加か代よちゃんに、声こえをかけた。

「そうだね……」

「それしかないしね……」

　ここにも重じゅう症しょうの乙おと女めがいた……。

　ふたりは見みたことがないくらい落おちこんで、フラフラしている。

「ゾンビくんとデビルくんが……。私わたしの力りき作さくが……」

　ホラー好ずきの高たか田だ先せん輩ぱいのために、がんばってホラーチョコを作つくったさっこは、ぐったりとうなだれていた。

「そうだよね。あれは、本ほん当とうに力りき作さくだったよね」

　さっこの肩かたをさすっていると、うつむいていた加か代よちゃんが、少すこしだけ顔かおをあげた。

「実じつは私わたし……。やっぱりオキテが気きになって、村むら中なか先せん輩ぱいに渡わたす勇ゆう気きがなかったんだ」

「そうだったんだ……」

　少すこし口くちをつぐんだあと、加か代よちゃんはまた話はなし始はじめた。

「でも、みんながチョコを渡わたせないってことは、誰だれも村むら中なか先せん輩ぱいに渡わたせないってことだから、良よしとするよ」

　ちょっとさびそうな目めをしているけど、少すこし笑え顔がおを取とり戻もどしたみたい。

　前まえ向むきな加か代よちゃん、かっこいいな。

「そうか！　村むら中なか先せん輩ぱいも、高たか田だ先せん輩ぱいも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、誰だれからもチョコをもらってないってことだもんね」

「うん。つまり、みんなおあいこってことだよ」

「たしかにそうだよね！」

　バレンタイン禁きん止し令れいのせいで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにチョコを渡わたせない。

　でもそれって、誰だれも伊い吹ぶき先せん輩ぱいにチョコを渡わたせないってことだ！

「加か代よちゃん、すごいよ！　考かんがえ方かたとか見み方かたを変かえたら、こんなに気き持もちも楽らくになるんだね」

「ふふっ。だから、さくらもさっこも元げん気き出だして！」

「うん！」

「……うん。ありがとう」

　ちょっとだけ元げん気きになったけど、まだフラフラしているさっこを、私わたしと加か代よちゃんではさんで歩あるき始はじめる。

　すると、ろうかの先さきからカレンが飛とび出だしてきた。

「あ！　さくら、さっこ、加か代よ！　楓かえでを見みなかった？」

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい……？」

「ずっと探さがしてるのに、どこにもいないんだよ～！」

　もしかして、カレンは、先せん輩ぱいにチョコを渡わたすのかな？

　いや、カレンはチョコを持もってきてないんだった。

「たぶん、ソロコンテストの練れん習しゅうしてるんじゃないかな、どこかで」

　加か代よちゃんが答こたえると、カレンはぷーっとほおをふくらませた。

「今日きょうはバレンタインデーだから、楓かえでからプレゼントをもらうのを楽たのしみにしてるのに」

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいから、プレゼント……？」

　さっこが目めをぱちくりさせた。

　あ！　朝あさのカレンの言こと葉ばを思おもい出だした。


『だって、バレンタインって、男だん子しがプレゼントを渡わたして告こく白はくする日ひでしょ？』



　カレンは日に本ほんのバレンタインを知しらないんだ！

　さっこと加か代よちゃんもそれに気きがついたみたい。

「ねえカレン、バレンタインデーって、日に本ほんでは、女じょ子しが男だん子しにチョコをあげて告こく白はくする日ひなんだよ」

「え!?　ほ、ほんと!?」

　加か代よちゃんに教おしえてもらって、カレンが目めを丸まるくした。

「ほんとだよ。昼ひる休やすみ、校こう長ちょう先せん生せいの生なま配はい信しんで大おおさわぎになってたでしょ。……って、カレンはぼんやりお弁べん当とう食たべてて、聞きこえてないっぽかったね」

「え!?　ええっ!?　今日きょうバレンタインデーだよね？　エイプリルフールじゃないよね!?」

「うん、ちゃんとバレンタインデーだよ」

「そ、そんな……!!」

　カレンはガクッとくずれ落おちた。

「楓かえでのプレゼントと告こく白はく、楽たのしみにしてたのに……。私わたし、チョコなんて用よう意いしてないよ～～！」

　泣なきそうになってるカレンを、加か代よちゃんは、よしよしとなぐさめる。

「大だい丈じょう夫ぶ。バレンタイン禁きん止し令れいのせいで、誰だれも伊い吹ぶき先せん輩ぱいにチョコを渡わたせてないから」

「だけど～～～。楓かえでに告こく白はくされて、やっとラブラブハッピーになると思おもってたのにーー！」

「うんうん、わかるよその気き持もち。床ゆか、つめたいから、冷ひえちゃうよ。とりあえず立たとう？」

　がっくりと床ゆかに座すわりこんでいたカレンの腕うでを、加か代よちゃんがよいしょと肩かたにかついだ。

　そして、キリッと顔かおを上あげて、私わたしに言いった。

「さくら、さっこは任まかせた！　私わたしはカレンを連つれて帰かえるよ」

「わかった！」
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　魂たましいが抜ぬけたようになってるカレンを引ひきずりながら、加か代よちゃんは帰かえっていった。

「さっこ、私わたしたちも帰かえろうか」

「……うん。そうだね。ここで高たか田だ先せん輩ぱいを待まってても、渡わたすチョコがないと意い味みないもん」

「あっ!!」

〝チョコ〟でひらめいた!!

「ねぇさっこ、ホラーチョコの画が像ぞうだけでも高たか田だ先せん輩ぱいに送おくったら？　動どう画が撮とってたよね？」

　そのとたん、さっこが、ガバッといきおいよく顔かおをあげた。

「そうか！　その手てがあったね!!」

　さっこの瞳ひとみに元げん気きが戻もどって、キランと光ひかる。

「さくらありがとう！　さっそく動どう画が送おくるよ！　今いま送おくってもいい？」

「もちろんだよ」

　さっこはスマホを取とり出だして、ものすごい速はやさでメッセージを打うちこむ。

「『没ぼっ収しゅうされてしまって渡わたせないけど、せめて動どう画がだけでももらってください。ゾンビくんとデビルくんのホラーチョコです』……っと。動どう画がも送おくって……よし！」

　顔かおをあげたさっこは、よみがえったみたいにキラキラの笑え顔がおだった。

「動どう画が撮とっておいてよかったよ！　高たか田だ先せん輩ぱい、よろこんでくれるといいなぁ」

「よかったね！　高たか田だ先せん輩ぱいは、絶ぜっ対たいによろこんでくれるよ！　私わたしも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの連れん絡らく先さきを知しってれば、生なまチョコ画が像ぞう送おくれたんだけどな」

「そうだよね……。……あ!!　もう既き読どくがついた！」

「早はやいね！」

　私わたしの言こと葉ばが終おわる前まえに、さっこのスマホがピコン！と鳴なった。

　すごい！　もう返へん事じがきたみたい！

「さくら！　高たか田だ先せん輩ぱい、すごくよろこんでくれてる！」

「わ～～～！　よかったね!!」

　私わたしまでうれしくなるよ！

　しかも、それだけじゃ終おわらなかったんだ。

　さっこが、スマホの画が面めんを見みて「えっ!?」と声こえを上あげた。

「さっこ？　どうしたの？」

「『最さい恐きょうホラー映えい画がのチケットがあるんだけど、どう？　もしよかったら、これから会あって、映えい画がを観みに行いく日ひを決きめない？』……って、お返へん事じがきた……」

　さっこは信しんじられないものを見みるような顔かおで、スマホの画が面めんを見みつめて固かたまってる。

　小ちいさくふるえているさっこの肩かたを、ポンポンと優やさしくたたいた。

「行いっておいでよ、さっこ！」

「うん……うん！　ごめん、さくら。私わたし、ちょっと行いってくるよ」

「いってらっしゃい。よかったね！」

「ありがとう!!」

　うれしさのあまり、目めに涙なみだをためて駆かけだしたさっこに手てを振ふる。

　ふたりの秘ひ密みつの待まち合あわせ場ば所しょ、『いつもの公こう園えん』で、高たか田だ先せん輩ぱいが待まってるのかな。

「さっこ、よかったね」

　自じ分ぶんのことのようにうれしいよ。

　階かい段だんを駆かけ下おりる元げん気きな後うしろ姿すがたを見み送おくって、カバンを持もち直なおした。

「さて、私わたしも、帰かえろうかな」

　窓まどを見み上あげると、そこには、高こう等とう部ぶの時と計けい塔とうがそびえたっていた。

　黒くろ羽ばね高こう校こうは、中ちゅう等とう部ぶのとなりの敷しき地ちにある。

　行いこうと思おもえば、行いけない距きょ離りじゃない。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが高こう等とう部ぶに行いってしまったら、バレンタインチョコなんて渡わたせないって思おもっていたけれど。

　やってみる前まえからあきらめるなんて、私わたしらしくないよね。

　来らい年ねんは、この距きょ離りを、きっと飛とび越こえてみせる！

　そんな勇ゆう気きさえわいているんだ。

　それはきっと、さっこのおかげ。

　ぜんぜん悲かなしくないし、心こころがぽかぽかにあったかくなってる。

　どうか、さっこは高たか田だ先せん輩ぱいといっしょに、楽たのしくて幸しあわせな時じ間かんをすごせますように。

　そう願ねがいながら、ろうかを歩あるきだす。

　そのとき──……。

　すぐ横よこの教きょう室しつの扉とびらが、少すこしだけ開あいた。

「あ……」

「えっ」

　大だい好すきな、低ひくめの声こえがかすかに聞きこえた。

　扉とびらから顔かおをのぞかせていたのは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいだった……！
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「伊い吹ぶき先せん輩ぱい……」

　私わたしが思おもわずつぶやくと、先せん輩ぱいはハッとした顔かおをして、きょろきょろとあたりを見みまわした。

「カレンは？」

「あ、さっき、加か代よちゃんといっしょに帰かえりましたよ」

「そうか。よかった」

　ふーっと息いきをついた先せん輩ぱいは、ちょっとげんなりした顔かおをしている。

「どうかしたんですか？」

「どうもこうもねぇよ。あいつ、プレゼントは？ってしつこいんだ」

「あはは……」

「笑わらいごとじゃねぇし」

　ムスッとした先せん輩ぱいは、すぐに私わたしに向むき直なおった。

「ちょうどよかった。ちょっと来こい」

「えっ」

「お前まえに用ようがあって、探さがしてたんだよ」

「ええっ。私わたしですか!?」

　飛とび上あがるほどおどろいた私わたしを残のこして、先せん輩ぱいは教きょう室しつの中なかに入はいってしまった。

　ど、どういうこと？　まさか、お説せっ教きょう!?

　今いま、笑わらっちゃったから？

　それとも、今日きょうの合がっ奏そう、私わたしの演えん奏そうマズかったかな？

　思おもい当あたることがなくて、サーッと青あおくなる。

「ほら、早はやく」

「は、はい!!」

　ピンッ！と背せすじを正ただして、おそるおそる教きょう室しつに入はいった。

　すぐに先せん輩ぱいが扉とびらを閉しめる。ひっ！

「……あのさ、」

　薄うす暗ぐらい教きょう室しつの中なかで、先せん輩ぱいが私わたしをまっすぐに見みつめた。

　先せん輩ぱいは怒おこってないみたい。

　あれ……？　これって……。

　もしかして、お説せっ教きょうじゃない……かも？

　じゃあ、これは……。

「は、はい」

　とくとくと心しん臓ぞうが音おとを立たてはじめる。

　先せん輩ぱいのくちびるが動うごいた。

　──その瞬しゅん間かん。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいー！」

　ろうかから、女じょ子しの声こえが聞きこえてきた。

　先せん輩ぱいと顔かおを見み合あわせて、息いきを詰つめる。

「先せん輩ぱい、どこに行いっちゃったんだろうね」

「もう帰かえったとか？」

「音おん楽がく室しつにカバンもないみたいだしね」

「でも、校こう門もん見み張はってる人ひとたちが、まだ学がっ校こうから出でてきてないって言いってるよ」

「じゃあ、まだ校こう舎しゃのどこかにいるってことだよね」

　わわっ。伊い吹ぶき先せん輩ぱいのファンだ！　しかも何なん人にんもいるみたい。

　チョコはないけど、せめて告こく白はくしたくて探さがしてるのかな？

「はぁ……」

　先せん輩ぱいはため息いきをついて、身みをかくすように教きょう室しつの壁かべによりかかった。

　なんだか、学がっ校こう祭さいのときみたい。

　あのときも、オバケやしきのだしもので、ドラキュラのかっこうをした先せん輩ぱいがファンに追おいかけられて、私わたしのクラスにかくれてた。

　いつもとちょっと違ちがう先せん輩ぱい、かっこよかったな。

　思おもい出だして、つい、ほおが熱あつくなる。

「なんだよ」

　先せん輩ぱいは、ジトッとした目めで私わたしを見みた。

「……っ、すみません。モテすぎるって、やっぱり大たい変へんですね」

「ずいぶんと他ひ人とごとだな」

「えっ」

　どういう意い味みだろう。

　目めをぱちくりしていると、かなり近ちかくから、女じょ子したちの声こえが聞きこえてきた。

「伊い吹ぶきくんなら、どこかの教きょう室しつに入はいって行いったのを見みたよ。かくれてるんじゃない？」

「えーー！　じゃあ、かたっぱしから教きょう室しつ見みていこう！」

「チョコはないけど、メッセージカードだけでも渡わたしたいもん」

　やっぱり、それで先せん輩ぱいを探さがしていたんだ！

　そうだよね。せめて想おもいだけでも伝つたえたいよね……。

　その気き持もち、よくわかるよ。

　わかるけど……。

「誰だれだよ。よけいなこと言いいやがって」

　ため息いきをついている先せん輩ぱいを見みたら、なんとかしなきゃって思おもうんだ。

「奥おくの教きょう室しつから順じゅん番ばんに、探さがしてるみたいですね」

「ああ」

　扉とびらを開あける音おとが、だんだん近ちかづいてくる。

　どうしよう。教きょう卓たくの下したとか、掃そう除じ用よう具ぐ入いれとかにかくれる？

　いや、ダメだ。万まんが一いち、見みつかったら大たい変へんなことになる。

　私わたしがいっしょにいることで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに迷めい惑わくをかけてしまうにちがいない。

　それなら……。

　ぎゅっとこぶしをにぎりしめて、ふーっと深ふかく息いきをはき出だす。

　私わたしは、先せん輩ぱいをまっすぐに見みつめた。

「先せん輩ぱい、私わたしが引ひきつけますから、そのすきに逃にげてください」

「でもお前まえ、またイヤな思おもいをするかもしれないぞ」

「大だい丈じょう夫ぶです！　『伊い吹ぶき先せん輩ぱいはとっくに帰かえったって、誰だれかが言いってました』って、あやふやなことを言いいますから！」

　困こまったように眉まゆをよせていた先せん輩ぱいが、小ちいさくうなずいた。

「……そうか。悪わるいな」

「いえ。まかせてください！」

　チョコがないなら、せめてメッセージカードを渡わたしたい気き持もちはわかる。

　だけど、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが迷めい惑わくだと思おもうのなら、助たすけたいよ！

「じゃあ、行いってきます」

　緊きん張ちょうを吹ふき飛とばすように、私わたしはニッと笑わらって、扉とびらに手てをかけた。

「……吉よし川かわ」

「はい」

「あとで屋おく上じょうにきて」

「えっ」

「来こいよ」

　やっぱりお説せっ教きょう!?

　おどろいて固かたまっちゃいそうになったけど、しっかりしなくちゃ。

　教きょう室しつの扉とびらを開あける音おとが、さらに近ちかづいてる。

　行いかなくちゃ!!

「わかりました！　あとで行いきます！」

「ああ」

　よし、行いくぞ！

　大おおきく深しん呼こ吸きゅうをしてから、私わたしはいきおいをつけて、ろうかに飛とび出だした。
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　ギィ……。

　重おもい鉄てつのドアが、きしみながら開あいた。

　細ほそく開あけたドアから、２月がつとは思おもえない春はるのような風かぜが通とおり抜ぬける。

　キョロキョロとまわりを見みて、誰だれもいないことを確かく認にんしてから、すばやく屋おく上じょうに出でた。

　ドアを閉しめて、振ふり向むくと。

「早はやいじゃん」

　フェンスによりかかった伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、からかうように笑わらった。

　屋おく上じょうのわずかな照しょう明めいと、月つきの明あかりをあびながら、先せん輩ぱいは私わたしを待まっていてくれた。

　先せん輩ぱいの後うしろでは、明あかるい冬ふゆの星せい座ざたちが、暗くらくなって間まもない空そらにまたたいている。

　うれしくて、ぜんぶがきれいで、きゅんとしちゃうよ。

「よかったです。無ぶ事じに逃にげられて」

「ああ。ありがとな」

　これから始はじまるのは、お説せっ教きょうタイムかもしれない。

　でも、バレンタインデーに、屋おく上じょうで先せん輩ぱいとふたりっきりになれるなんて、すごいことだ。

　予よ想そうもしていなかった展てん開かいに、ドキドキが加か速そくしていく。

　それなのに、チョコがないなんて悲かなしすぎるよ。

　せっかく渡わたせるチャンスだったのにな。

　せめて、想おもいをこめて生なまチョコを作つくったことだけでも、伝つたえたい。

「あの……」

「うん？」

　大おおきく一歩ぽ、前まえに出でて、先せん輩ぱいのとなりに立たった。

「本ほん当とうは、先せん輩ぱいにチョコを渡わたしたかったんです。先せん輩ぱいは甘あまいものが苦にが手てかなって思おもって、ビターな生なまチョコを作つくりました」

「へぇ」

「でも、バレンタイン禁きん止し令れいで没ぼっ収しゅうされちゃって……。あ！　でも、画が像ぞうはあります!!」

　ポケットからスマホを取とり出だして、かわいい箱はこに詰つめた２色しょくの生なまチョコの画が像ぞうを突つき出だした。

　ちょっといきおい余あまっちゃったかも。

　先せん輩ぱいが、プッと小ちいさく吹ふき出だした。

「ありがとな。うまそうじゃん」

「ちゃんとおいしかったんです。さっこと加か代よちゃんも、おいしいって言いってくれたから間ま違ちがいないです！」

「そうか。ビターな生なまチョコ、わりと好すきだ」

「……っ」

　先せん輩ぱいの声こえで聞きく「好すきだ」という言こと葉ばに、ぼっとほおが熱あつくなってしまう。

　ちがうちがう！　生なまチョコが、だよ。

　わかってるけど、胸むねの中なかいっぱいにときめきが広ひろがっていく。

「それならなおさら、渡わたしたかったです」

「お前まえのチョコ、食くってみたかった」

「えっ」

　思おもいがけない言こと葉ばに、おどろいてしまう。

　先せん輩ぱいがそんなことを言いってくれるなんて、信しんじられない……。

「なんでおどろいてんだよ」

「だって、先せん輩ぱい、去きょ年ねんはいっさいチョコを受うけ取とらなかったって聞きいたから、迷めい惑わくかなって思おもってて……」

「それは……。１個こ受うけ取とったら、めんどくさいことになるからだろ」

「そう、ですか」

　それって、欲ほしいチョコが１個こもなかったってこと？

　聞ききたいけれど、そこまで聞きく勇ゆう気きはない。

　先せん輩ぱいは「私わたしからのチョコが欲ほしい」なんて言いってない。

　私わたしが作つくった生なまチョコを食たべてみたかったって、言いってくれただけ。

　かんちがいしちゃダメだよ。

　……でも。

『伊い吹ぶきはその場ばしのぎのなぐさめとか、はげましなんてしない人ひとだから』

　ふいに、冬ふゆ合がっ宿しゅくで聞きいた、高たか田だ先せん輩ぱいの言こと葉ばが頭あたまの中なかに響ひびいた。

　これは伊い吹ぶき先せん輩ぱいの本ほん心しんだって、思おもってもいいのかな。

　それとも、『お前まえのヤバイ生なまチョコ、食くわせてみせろよ』的てきな、いつもの意い地じ悪わるかな。

　どっちにしたって、ドキドキしちゃうけど。

「じゃあ、今こん度どまた作つくりますね」

「楽たのしみにしとく」

　ふっと笑わらった先せん輩ぱいが、制せい服ふくのポケットに手てを入いれた。

　やっぱり、意い地じ悪わるの方ほうかな。

　本ほん当とうはまだ言いいたくない「帰かえりましょうか」ってひとことを、口くちにしようとしたそのとき。

「これ」

　先せん輩ぱいの手てが、制せい服ふくのポケットから出でてきた。

　その手てには、小ちいさな箱はこが、ちょこんと載のっかっていた。

「??　なんですか？」

　ピンクの細ほそいリボンがついた、とってもかわいい四し角かくい箱はこ。

　なんだろうって、じーっと見みつめていると、先せん輩ぱいが苦く笑しょうした。

「受うけ取とれ。お前まえにやる」

「私わたしに……？」
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　ファンから逃にげきれたお礼れいかな。

　キョトンとしていると、先せん輩ぱいは、困こまったような顔かおで目め線せんを外はずした。

「バレンタインに、女じょ子しから男だん子しにチョコを渡わたすのは日に本ほんと韓かん国こくくらいなんだよ。ほかの国くにじゃ、男だん子しが女じょ子しにプレゼントを渡わたす日ひだ」

　そういえば、カレンもそう言いっていた。


『だって、バレンタインって、男だん子しがプレゼントを渡わたして告こく白はくする日ひでしょ？』

『今日きょうはバレンタインデーだから、楓かえでからプレゼントをもらうのを楽たのしみにしてるのに』



　頭あたまの中なかで、カレンの言こと葉ばを思おもい出だす。

　ということは……。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが私わたしに、プレゼントをくれたってこと？

　バレンタインに……？

「ええっ!?」

　頭あたまの中なかが『？』だらけだったけど、ようやく理り解かいした。

　でも、まさか！　急きゅう展てん開かいすぎて、なにがなんだかわからないよ！

　おどろいて取とり乱みだす私わたしを見みて、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがふっと笑わらった。

「なにそのリアクション。おもしろすぎるんだけど」

「いや、だって……。えっ!?」

「そういうことだよ。ていうかこれ、いるの？　いらないの？」

「いります！！！！　ありがたくいただきます!!」

　意い地じ悪わるに笑わらう先せん輩ぱいに、いきおいよく両りょう手てを差さし出だす。

「どーぞ」

「ありがとうございます……！」

　私わたしのてのひらに、かわいい小ちいさな箱はこがやってきた。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいから私わたしへの、プレゼント……。

「うれしいです」

「あっそ」

「家いえに帰かえってから、大たい切せつに開あけます」

「好すきにしろよ。もうお前まえのものだし」

　そっけない言こと葉ばだけど、先せん輩ぱいのまなざしも、声こえも、とってもあたたかい。

　落おとしてしまったら困こまるから、家いえに帰かえって、心こころの準じゅん備びができてから中なかを見みよう。

　そう決きめて、慎しん重ちょうにカバンの中なかにしまった。

　少すこしずつ落おち着つきを取とり戻もどしてきた私わたしは、ふと気きづく。

「あの、先せん輩ぱい。さっきの『そういうこと』って……。どういうことですか？」

　直ちょっ球きゅうの質しつ問もんに、先せん輩ぱいは少すこしおどろいた顔かおをした。

　それから、おだやかにほほえんだ。

「お前まえとは、一いち度ど、ちゃんと話はなしをしたいと思おもってた」

　どくん!!

　まっすぐな瞳ひとみで見みつめられて、私わたしの心しん臓ぞうは、今日きょう一いち番ばん大おおきく跳はねた。
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　私わたし……。先せん輩ぱいに、何なにを言いわれるんだろう。

　ドキドキ鳴なりっぱなしの心しん臓ぞうに、緊きん張ちょうが走はしる。

　そもそも、このプレゼントには、どんな意い味みがあるんだろう。

『これで俺おれのことを忘わすれてくれないか？』

『俺おれのことは、もうあきらめてくれ』

　なんて言いわれてしまったらどうしよう……！

　不ふ安あんと緊きん張ちょうで、カタカタとふるえてしまいそう。

　でも、もう逃にげない。

　学がっ校こう祭さいのとき、先せん輩ぱいにこの屋おく上じょうに連つれてきてもらって、告こく白はくしたけれど。

　フラれるのが怖こわくて、返へん事じを聞ききたくなくて、逃にげ出だしてしまった。

　あのことを、今いまでもずっと、後こう悔かいしているから。

　どんな結けつ末まつが待まっていても、私わたしが期き待たいしたものと違ちがっていても……。

　もう、逃にげたくないんだ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが私わたしに向むけてくれる気き持もちは、ぜんぶ、しっかり受うけ止とめよう。

　そう決けっ心しんして、私わたしはスカートをきゅっとにぎりしめ、先せん輩ぱいをまっすぐに見みつめ返かえした。

「コンクールの全ぜん国こく大たい会かいの直ちょく前ぜんに、お前まえ、元げん気きなかっただろ。あれ、俺おれのせいだよな」

「あ……」

　告こく白はくは、全ぜん国こく大たい会かいが終おわってからにしようって決きめていたのに、球きゅう技ぎ大たい会かいの帰かえりに想おもいがあふれて、伝つたえてしまった。

　私わたしが「好すきです」って言いったのは、先せん輩ぱいのことじゃなくて、先せん輩ぱいの演えん奏そうする音おとのことだってかんちがいされてしまって……。

　さらに、その現げん場ばを誰だれかに見みられていた。

　私わたしが伊い吹ぶき先せん輩ぱいに告こく白はくしたって部ぶ活かつでウワサになって、演えん奏そうまでぐちゃぐちゃになってしまった。

「それは、先せん輩ぱいのせいじゃないですよ。自じ業ごう自じ得とくです」

「でも、俺おれはお前まえの告こく白はくにすら気きづいてなくて……。悪わるかった」

　私わたしを見みつめる先せん輩ぱいは、困こまったような、とまどうような、複ふく雑ざつな表ひょう情じょうをしていた。

　あ……。この顔かお……。

　学がっ校こう祭さいの夜よるに告こく白はくしたときと、同おなじ表ひょう情じょうだ。

　あのとき、逃にげ出だしてしまったことを、あやまらなきゃ。

「私わたしこそ……」

　緊きん張ちょうで声こえがうわずって、うまく声こえにできない。

　でも先せん輩ぱいは、私わたしの次つぎの言こと葉ばを、優やさしいまなざしで待まっていてくれた。

「私わたしこそ、ずっと先せん輩ぱいにあやまりたかったんです。この屋おく上じょうで先せん輩ぱいに告こく白はくしたときに、おつきあいしたいわけじゃないとか、彼かの女じょになりたいわけじゃないとか、一いっ方ぽう的てきに言いうだけ言いって、逃にげてしまって、すみませんでした」

　ひと呼こ吸きゅうおいて、私わたしはまた口くちを開ひらいた。

「先せん輩ぱいの困こまった顔かおを見みて、私わたし、フラれるって思おもって……。それで、怖こわくなって逃にげてしまったんです。意い気く地じなしだし、先せん輩ぱいに失しつ礼れいでした。本ほん当とうにごめんなさい」

　深ふかく頭あたまを下さげる。

　ようやく言いえたって思おもっていたら、先せん輩ぱいの小ちいさな笑わらい声ごえが聞きこえた。

「そうだったのかよ」

　おどろいて顔かおをあげると、先せん輩ぱいはどこかほっとしたような顔かおをしていた。

「あのときは、お前まえの気き持もちにようやく気きづいて。で、それまで気きづかなかったことがもうしわけないと思おもったんだ」

「えっ」

「あと、おどろきすぎて、頭あたまん中なかフリーズしてただけだ。迷めい惑わくだなんて思おもってない」

「フリーズ……。先せん輩ぱいが？」

「そりゃするだろ。お前まえは崎さき山やまとつきあってると思おもいこんでいたんだ。まさかって思おもうだろ」

「そ、そうだったんですか!?」

「ああ」




　──迷めい惑わくだなんて思おもってない。




　その言こと葉ばが、私わたしの胸むねをきゅんとふるわせる。

　それって……。それって……？

　全ぜん身しんが心しん臓ぞうになったみたいに、ばくばく脈みゃく打うっている。

　もうひとつ、ずっと聞ききたいことがあったんだ。

　今いまなら聞きける気きがして、思おもい切きって息いきを吸すいこむ。

「で、でも。クリスマスイブの日ひ、『聞きかなかったことにする』って……」

「あのときはまだ、留りゅう学がくするつもりだったから。俺おれのせいでまたお前まえが傷きずつくことになっても、お前まえをそばで守まもってやれないだろ。だから、聞きかなかったことにするって言いった」

「……っ。そうだったんですね……！」

　衝しょう撃げき的てきな真しん実じつと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの本ほん当とうの気き持もちを知しって、おどろきをかくせない。

『……ぜんぶ、聞きかなかったことにする』

『お前まえを、傷きずつけたくない』

　あの言こと葉ばは、やっぱり、私わたしを守まもるためだったんだ……！

　どうしよう。先せん輩ぱいが好すきすぎて、もう止とめられないよ。

　どうしようもなく、先せん輩ぱいが好すきだ。

　こみあげてくる気き持もちが、次つぎ々つぎにこぼれていく。

「たしかに、ウワサになるのはすごく怖こわいです。だけど……。もう、自じ分ぶんの気き持もちを見みて見みぬふりは、できないんです！」

「吉よし川かわ……」

　ひと思おもいに告つげて見みつめると、先せん輩ぱいの瞳ひとみがゆれた。

　困こまったように眉まゆをよせて、先せん輩ぱいが息いきをはく。

「あー、もう。オキテがあるから、引いん退たいするまで言いうつもりはなかったのに」

「す、すみません。……えっ!?」

　引いん退たいするまで言いうつもりはなかったって、それって、つまり……。

　ほんの少すこしだけ、先せん輩ぱいの耳みみが赤あかい気きがするのは、気きのせいかな。

「引いん退たいしても、すぐに卒そつ業ぎょうだ。高こう等とう部ぶに行いったら、今いまみたいには会あえなくなる。お前まえが傷きずつかないよう、すぐそばで守まもってやれないなら、お前まえの気き持もちを受うけ入いれるべきじゃないと思おもってた」

「……先せん輩ぱい」

　いつもクールな伊い吹ぶき先せん輩ぱいから、おどろくほど熱あつい言こと葉ばがあふれだす。

　まっすぐに注そそがれるまなざしに、苦くるしいほどドキドキする。

　だけど、ひとことも聞きき逃のがしたくなくて、私わたしは見みつめ返かえした。




「でも、お前まえはいつもまっすぐで、どんどん強つよくなって……。俺おれも、もう自じ分ぶんの気き持もちを見みて見みぬふりはできそうにない」




「……っ」

　今いま、とんでもない爆ばく弾だん発はつ言げんがあった気きがするけれど、夢ゆめじゃないよね？

　信しんじられなくて、頭あたまの中なかが真まっ白しろだよ。

　目めを丸まるくしたまま固かたまってしまった私わたしを見みて、先せん輩ぱいはいたずらっぽく口くちの端はしを上あげた。

「今いまのお前まえなら大だい丈じょう夫ぶだな。さっきも助たすけられたし」

　納なっ得とくしたようにそうつぶやいて、先せん輩ぱいは私わたしの頭あたまをポンとなでた。

「チョコもプレゼントも、誰だれからも受うけ取とってねぇよ。それに、プレゼントはお前まえにだけだ」

「それって……」

「ああ、そういうことだ」

　きゅん！と、胸むねが甘あまい音おとを立たてた。

　それって、つまり、先せん輩ぱいの『特とく別べつ』ってことですか？

　そのひとことがなかなか言いえないでいると、先せん輩ぱいは制せい服ふくのポケットからスマホを取とり出だした。

「スマホ、出だせ」

「えっ」

「俺おれの連れん絡らく先さき。特とく別べつだからな」


　──特とく別べつだからな。



　その言こと葉ばが、頭あたまの中なかをキラキラと駆かけ巡めぐる。

　それって、つまり……。

　私わたしは、『伊い吹ぶき先せん輩ぱいの特とく別べつな人ひと』になれたって、思おもってもいいのかな。

　ドキドキしながら、スマホを取とり出だす。

　スマホとスマホを近ちかづけると、すぐに伊い吹ぶき先せん輩ぱいの名な前まえとアイコンが表ひょう示じされた。

　わぁ……！　念ねん願がんの連れん絡らく先さき交こう換かん、できちゃった！

「ありがとうございます……！」

「ああ」

　メッセージアプリのアイコン、いぬおだ！

　ふふっ。先せん輩ぱいらしい。つい笑えみがこぼれてしまった。

「なに？」

「先せん輩ぱいのアイコン、いぬおなんですね。かわいいです」

「いぬおじゃなくて、ルイな。お前まえのは……」

「ああっ！！！！」

　思おもわず悲ひ鳴めいをあげてしまう。

　しまった!!　私わたしのアイコン、ピンクのこけしキーホルダーだった!!

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいからごほうびにもらったこのキーホルダーを、ずっと大たい切せつに持もち歩あるいてることは、冬ふゆ合がっ宿しゅくのときにバレちゃったんだけど。

　アイコンにしてることまでバレてしまうとは……！

　先せん輩ぱいのことが大だい好すきってことがバレバレで、はずかしいよ！

「へぇ……」

　先せん輩ぱいは私わたしの気き持もちなんてお見み通とおしみたい。

　満まん足ぞくそうに目めを細ほそめて、私わたしのアイコンを見みている。

「いや、あの、その。このキーホルダー、おまもりとして、いつも持もってるんです」

「おまもりね」

「そ、そうです。伊い吹ぶき先せん輩ぱいからいただいたキーホルダーなので……。うれしくて」

　ああっ。あけっぴろげにしゃべり過すぎてしまった！

　私わたしのバカ！　墓ぼ穴けつを掘ほり続つづけてるよ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、へぇ～と言いいながら、口くちの端はしをきゅっと上あげた。

「お前まえ、かわいいな」

「……!!」
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　よしよしと頭あたまをなでてもらって、心しん臓ぞうは爆ばく発はつ寸すん前ぜん。

　うれしすぎて、幸しあわせすぎて、ほおが熱あつくてたまらない。

　そんな私わたしを優やさしく見みつめていた先せん輩ぱいが、暗くらくなった夜よ空ぞらに視し線せんを向むけた。

「もうそろそろ帰かえるか」

「……は、はい！」

「あー……。まだ待まち伏ぶせされてるかもしれないから、ふたり同どう時じにここを出でるのは危き険けんだな」

「たしかに、そうですね」

「ひとりで帰かえれるか？」

「はい。大だい丈じょう夫ぶです！」

「悪わるいな。引いん退たいするまではがまんしてくれ」

　それって、それって……。

　今いまはまだ、先せん輩ぱいと後こう輩はいだけど、引いん退たいしたらカレカノ……ってことかな。

　わわわ！　どうしよう。

　ドキドキしすぎて、心しん臓ぞうがもたないよ！

「わかりました」

　私わたしは大おおきくうなずいて、すぐとなりにいる先せん輩ぱいを見みつめた。

　月つき明あかりに照てらされた先せん輩ぱいは、あまりにもかっこいい。

「気きをつけて帰かえれよ」

「はい。先せん輩ぱいも、ご無ぶ事じで」

「ふっ。そうだな」

「じゃあ、失しつ礼れいします」

「ああ。また明日あした」

　小ちいさく手てをあげて、私わたしを見み送おくってくれる先せん輩ぱいを、目めと心こころに焼やきつける。

　とんでもなく、幸しあわせいっぱいのバレンタイン。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいからのプレゼントが入はいってるカバンを、ギュッと抱だきしめながら。

　どうかどうか、さっこと加か代よちゃんも、幸しあわせでありますように。

　そう願ねがいをこめて、駅えきまでの道みちを、いっきに駆かけ抜ぬけた。
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　家いえに帰かえるとすぐ、先せん輩ぱいからもらった小ちいさな白しろい箱はこを、カバンから取とり出だした。

「なんだろう。ドキドキするよ」

　ピンクのリボンを、そーっとひっぱる。

　ゆっくりと箱はこを開あけると、丸まるくてかわいい、小ちいさな箱はこが納おさまっていた。

　ジュエリーケース……かな？

「わぁ……」

　中なかには、淡あわいピンク色いろをした、桜さくらの花はなびらのチャームがついたネックレスが入はいっていた。
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「かわいい……！」

　私わたしの名な前まえが『さくら』だからかな？

　ピンクが好すきって言いったからかな？

　とってもうれしくて、泣ないちゃいそうだよ。

「先せん輩ぱい、ありがとうございます」

　ネックレスに向むかってささやくと、幸しあわせな気き持もちに包つつまれた。

　はっきり『好すき』とは言いわなかったけれど、先せん輩ぱいは想おもいを伝つたえてくれた。

『そういうことだ』って、つまり、『両りょう想おもい』ってことでいいんだよね？

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいと両りょう想おもい……ということは」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、私わたしのことが好すき……ってこと!?

「わわわっ」

　考かんがえただけで、ボボッと顔かおが熱あつくなった。

　信しんじられなくて、うれしくて、ドキドキして、ジタバタしちゃう。

　あきらめなくてよかった。

　思おもい切きって行こう動どうしてよかった……。

　こんなステキなプレゼントをもらって、連れん絡らく先さきも交こう換かんできちゃうなんて。

　スマホを手てに取とって、メッセージアプリを開ひらく。

　そこにはたしかに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの、いぬおのアイコンが表ひょう示じされていた。

　夢ゆめじゃ、ないんだ。

　先せん輩ぱいに、メッセージを送おくってもいいんだ。

　しばらく、メッセージの入にゅう力りょく画が面めんとにらめっこする。


『無ぶ事じ、家いえにつきました』

『ネックレス、ありがとうございました』



　そんなメッセージを送おくりたいけれど……。

「うーん……」

　両りょう想おもいになったっぽいからって、ずうずうしい気きがするな。

　文も字じを打うって、眺ながめて……。結けっ局きょく消けしてしまった。

　スタンプとか絵え文も字じって、使つかっていいものかな。

　さっこや加か代よちゃん、崎さき山やまくんとメッセージするときは、けっこうキラキラなスタンプを送おくりあうんだけど。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは部ぶ活かつの先せん輩ぱいだ。

　しかも、まだ、『カレカノ』って関かん係けいじゃない。

　敬けい語ごは絶ぜっ対たいに必ひつ要ようだし、部ぶ活かつ以い外がいのことをメッセージするのって、マナー違い反はんかも。

「やっぱりやめておこう」

　打うった文も字じを消けして、ふーっと、深しん呼こ吸きゅう。

「落おち着つけ、私わたし……！」

　ひとりで浮うかれすぎだよね。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、ファンに見みつからないように家いえに帰かえるのに必ひっ死しで、それどころじゃないのに。

　なんだか気きはずかしくなってしまって、メッセージアプリを終しゅう了りょうさせた。

　両りょう想おもいになれたとはいえ、先せん輩ぱいが引いん退たいするまでは、オキテを守まもってつきあわない。

　それなら、やっぱり気き軽がるにメッセージなんてしちゃいけない気きがする。

　今いまは、『先せん輩ぱいと後こう輩はい』なんだから。





『今日きょうのご飯はんは大だい好すきなオムライスでした』

『明日あしたも部ぶ活かつがんばります』

『おやすみなさい』






　先せん輩ぱいに送おくりたいメッセージが、どんどん心こころの中なかにたまっていく。

「先せん輩ぱいが引いん退たいしたら、気き軽がるにメッセージを打うてるようになったらいいな」

　桜さくらのネックレスを見みつめながら、ごろんとベッドに寝ね転ころがると。




『悪わるいな。引いん退たいするまではがまんしてくれ』




　もうしわけなさそうな先せん輩ぱいの言こと葉ばと声こえが、頭あたまの中なかに響ひびいた。

「大だい丈じょう夫ぶです。がまんできます」

　自じ分ぶんに言いい聞きかせるようにつぶやいて、桜さくらのネックレスを優やさしくてのひらで包つつむ。

『お前まえ、かわいいな』

　そう言いって、よしよしと頭あたまをなでてくれた先せん輩ぱいを思おもい出だしたら、胸むねの奥おくがきゅんとふるえた。

　幸しあわせと、ほんのちょっとのさみしさといっしょに、ネックレスを抱だきしめた。
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　先せん輩ぱいと両りょう想おもいになっても、私わたしの生せい活かつは特とくに変かわらない。

「おはよ～！　さくら、加か代よちゃん」

「おはよう」

「おっはよ～～～」

　次つぎの日ひの朝あさ、さっこと加か代よちゃんとの待まち合あわせ場ば所しょで合ごう流りゅうして、電でん車しゃに乗のって、いつもどおり学がっ校こうに向むかった。

　だけど、誰だれもバレンタインの日ひのことを話はなさないんだ。

　部ぶ活かつのこととか、クラスのこととか、いつもの話わ題だいでわいわい歩あるいていると、あっという間まに校こう門もんに着ついちゃった。

「あ！　さっこ、うしろのほうに高たか田だ先せん輩ぱいがいるよ」

「本ほん当とうだね。あれ？　まわりに女じょ子しがちらほら」

「高たか田だ先せん輩ぱい、優やさしいから、後こう輩はい女じょ子しに人にん気きなんだよね～……」

　ジトッとした目めで高たか田だ先せん輩ぱいを見みているさっこは、ちょっと口くちがとがってる。

　あれれ。なんだか、いつもとちがう反はん応のうじゃない？

「あ！　さっこ、高たか田だ先せん輩ぱいが手てを振ふってるよ!!」

「えっ!?」

　高たか田だ先せん輩ぱいは、だいぶ前まえにいるさっこに気きづいたみたい。

　部ぶ活かつのときとは少すこしちがうような、ほんわか笑え顔がおで手てを振ふっている。

「もう……」

　小ちいさな声こえでぶつぶつ言いいながら、さっこは真まっ赤かな顔かおでちょこっとだけ手てを振ふり返かえした。

「さくら、加か代よちゃん、行いこう！」

「えっ。いいの？　高たか田だ先せん輩ぱい、さっこに用よう事じあったりしない？」

「しないしない！」

　さっこは、私わたしと加か代よちゃんの腕うでをひっぱりながら、ずんずん歩あるいて校こう門もんをくぐり抜ぬけた。

　うーん。アヤシイ。

　さっこの顔かお、見みたことないくらい真まっ赤かだし、乙おと女めになってるもん。

　昨日きのう、高たか田だ先せん輩ぱいと公こう園えんでたくさんおしゃべりできたのかな。

　最さい恐きょうホラー映えい画がを観みに行いく日ひにち、決きまったのかな。

　今いまのさっこの反はん応のうを見みていると、きっと、ふたりでステキな時じ間かんを過すごしたんだろうなって思おもう。

　報ほう告こくがないのは、きっとなにか理り由ゆうがあるんだよね？

「加か代よちゃん、昇しょう降こう口ぐちにいるの村むら中なか先せん輩ぱいじゃない？」

「本ほん当とうだ……」

　あれ？　加か代よちゃん、どうしちゃったんだろう。

　いつもは、『やった！　朝あさから先せん輩ぱいに会あえた』って、目めをキラキラさせるのに。

　昨日きのう、チョコを渡わたせなかったこと、やっぱり引ひきずってるのかな。

　加か代よちゃんが元げん気きになるといいんだけど……。

　かける言こと葉ばが見みつからないでいると、加か代よちゃんはくるっと振ふり返かえって私わたしを見みた。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいのソロコンテスト県けん大たい会かい、いよいよ明後日あさってだね！」

「う、うん！」

　加か代よちゃんは笑え顔がおになっていた。

　ほっとして、私わたしも笑え顔がおを向むける。

「さくら、今こん度どこそ先せん輩ぱいの演えん奏そう、見みられるといいね」

「今こん回かいは体たい調ちょうバッチリだし、絶ぜっ対たいに見みに行いくよ！」

　地ち区く大たい会かいは、風か邪ぜをひいて見みに行いくことができなかったから……。

　明後日あさってこそ、伊い吹ぶき先せん輩ぱいを応おう援えんしに行いくんだ！




　１年ねんの教きょう室しつがある４階かいにつくと、私わたしたちは手てを振ふって、それぞれ教きょう室しつに向むかった。

　結けっ局きょく、さっこも私わたしも加か代よちゃんも、バレンタインのことは何なにも言いわなかった。

　加か代よちゃんの、無む理りに笑わらっているような顔かおを見みたら、話はなすのは今いまじゃない気きがして。

　話はなせるときがきたら、話はなせたらいいなって、思おもってる。

　さっこも、同おなじ気き持もちなのかもしれない。

　冬ふゆ合がっ宿しゅくのときみたいに、また３人にんでわいわい恋れん愛あいトークできたらいいな……。




　授じゅ業ぎょうが終おわって放ほう課か後ごになり、私わたしは音おん楽がく室しつに向むかった。

「意い識しきしない。意い識しきしない」

　ろうかを歩あるきながら、自じ分ぶんに言いい聞きかせる。

　結けっ局きょく、昨日きのうの夜よるは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにメッセージを送おくらなかったんだ。

　スタンプくらい送おくればよかったって、今いまになって後こう悔かいしてる。

「もう、いまさら送おくれないよ……」

　最さい初しょのメッセージを送おくるタイミングを、逃のがしちゃった。

　送おくるとしたら、『よろしくお願ねがいします』っていうスタンプ？

　でも、『よろしくお願ねがいします』ってどうなんだろう。

　おつきあいしてるわけじゃないし、変へんじゃないかなって、考かんがえすぎちゃった。

「こんにち……うわっ」

　音おん楽がく室しつのドアを開あけた瞬しゅん間かん、中なかから出でてきた人ひととぶつかりそうになってしまった。

「悪わるい。大だい丈じょう夫ぶか？」

「……っ。先せん輩ぱい！」

　とっさに私わたしをよけてくれたのは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいだった。

「すみませんでした。大だい丈じょう夫ぶです！　し、失しつ礼れいします」

「ああ」

　先せん輩ぱいの横よこをすり抜ぬけて、逃にげるように音おん楽がく室しつに飛とびこんだ。

　あー、びっくりした。

　びっくりしすぎて息いきが止とまるかと思おもった。声こえも裏うら返がえっちゃったし。

　おどろきと、緊きん張ちょうと……ごちゃまぜな気き持もちで、痛いたいくらいにドキドキしてる。

　意い識しきしすぎてしまった自じ分ぶんがはずかしいよ。

　誰だれにも見みられてないよね？

　さりげなくまわりを見みまわしたけれど、みんな楽がっ器きの準じゅん備びやおしゃべりに夢む中ちゅうみたい。

　私わたしがこんなにドキドキしているのも、熱あつくなってしまったほおを必ひっ死しにかくしているのも、気きづかれていない。

「よかった」

　先せん輩ぱいの顔かおをあまり見みられなかったけど、今日きょうもかっこよかったな……。

　落おち着ついてきたら、ドキドキよりもキュンが増ふえていった。




　次つぎの日ひも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、今いままでとまったく変かわらない。

　だけど、私わたしはぜんぜんダメ。

　気きになっちゃって、部ぶ活かつで話はなせないし、目めも合あわせられなくなっちゃった。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、私わたしのことを、好すき……？

　そう考かんがえただけで、顔かおが真まっ赤かになっちゃいそうだから。

「今日きょうもかっこよかったな……」

　楽がっ器き庫こで、ひとりでフルートを片かたづけながら、部ぶ活かつ中ちゅうの先せん輩ぱいを思おもい出だす。

　マーチングの練れん習しゅうも、トランペットパートだけのファンファーレも。

　合がっ奏そうのときの、『シング・シング・シング』のソロも、とびきりかっこよかった。

　こうやって、先せん輩ぱいの演えん奏そうを近ちかくで聞きけるのも、いっしょに演えん奏そうできるのも、残のこり１ヶ月げつもない。

　たくさん思おもい出でを作つくりたいのに、ひとりで勝かっ手てにドキドキして、話はなしもできないなんて。

　気き持もちを伝つたえることができて、先せん輩ぱいの気き持もちも聞きくことができたのに……。

　まるで、先せん輩ぱいのことを好すきになりたてのころに、もどっちゃったみたい。

「はぁ……。なにやってるんだろう、私わたし」

　明日あしたは、いよいよ伊い吹ぶき先せん輩ぱいのソロコンテスト県けん大たい会かいだから、直ちょく接せつ『がんばってください』って言いいたいのに。

　楽がっ器き庫こを出でて、音おん楽がく室しつの前まえに立たつ。

　ほとんどの部ぶ員いんが帰かえっていて、音おん楽がく室しつは静しずかだ。

　準じゅん備び室しつから聞きこえてくる、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのトランペットの音おとだけが響ひびいている。

　地ち区く大たい会かいのときは、『がんばってください』って言いえなかった。

　だから、今こん度どこそ伝つたえたいよ……！

「よし。言いってこよう」

　決けっ心しんして、準じゅん備び室しつにそーっと近ちかづく。

　キョロキョロと見み回まわして、まわりに誰だれもいないことを確かく認にんして……。

　準じゅん備び室しつのドアをノックしようとしたそのとき、トランペットの音ね色いろが止とまった。

　今いまだ……！

　そう思おもって飛とびこもうとした私わたしは、中なかから聞きこえてきた声こえに、あわててふみとどまった。

「ここ数すう日じつで、さらに完かん成せい度どがあがったな。明日あしたは、この調ちょう子しで吹ふければ大だい丈じょう夫ぶだ」

「ありがとうございます」

　準じゅん備び室しつから、北きた田だ先せん生せいと伊い吹ぶき先せん輩ぱいの会かい話わが聞きこえてきたんだ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、北きた田だ先せん生せいに演えん奏そうを聞きいてもらっていたみたい。

「うわっ……」

　北きた田だ先せん生せいが準じゅん備び室しつから出でてくる気け配はいがして、私わたしは急いそいで音おん楽がく室しつを飛とび出でた。

　あぶないあぶない。

『部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止し』のオキテを作つくった北きた田だ先せん生せいに、こんなところを見みられたら……。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいに恋こいしてるってバレて、大たい変へんなことになってしまう！

　その後あともタイミングを見み計はからったけれど、音おん楽がく室しつに戻もどることはできなかった。




「ただいま……」

　けっきょく、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに『がんばってください』って言いえずに、家いえに帰かえって来きてしまった。

　でも！　直ちょく接せつ言いえなくても、私わたしにはもうひとつ、伝つたえる手しゅ段だんがある。

「メッセージ、送おくろう……！」

　自じ分ぶんの部へ屋やに入はいってカバンを置おくと、ベッドに座すわってメッセージアプリを起き動どうした。


『明日あした、がんばってください！』



　ドキドキしながら、メッセージを打うってみたけれど。

「うーん」

　画が面めんの文も字じを見みて、私わたしは首くびをひねった。

「文も字じだけだと、冷つめたい感かんじがする……」

　笑え顔がおの絵え文も字じをつける？

　でも、やっぱり先せん輩ぱいに絵え文も字じは失しつ礼れいかな……。

　スタンプはもっとダメだよね。テンション高たかめのしかないし……。

　それなら……。





『おつかれさまです！　明日あしたはいよいよソロコンテストの県けん大たい会かいですね。先せん輩ぱいが練れん習しゅうしているのをいつも聞きいて、応おう援えんしていました。先せん輩ぱいならぜったいに大だい丈じょう夫ぶです！　先せん輩ぱいの演えん奏そうは最さい高こうです！　先せん輩ぱいの』






　そこまで打うって、ハッと我われに返かえった。

「長ながすぎる……！」

　ああ、もう！　なんだか、私わたしひとりで盛もり上あがっちゃってるみたい。

　本ほん番ばん前ぜん日じつの夜よるだし、今いまごろ、先せん輩ぱいは集しゅう中ちゅうしているかもしれないのに。

　そんな先せん輩ぱいに、なんて送おくったらいいんだろう。

「『がんばってください』って、伝つたえたいだけなのにな……」

　きっと、先せん輩ぱいとつきあっているのなら、堂どう々どうとメッセージを送おくれると思おもうんだ。

　スタンプだって、絵え文も字じだって、送おくれちゃう気きがする。

　でも、私わたしたちは、両りょう想おもいだけど、つきあってない。後こう輩はい以い上じょう、カレカノ未み満まん。

　先せん輩ぱいが引いん退たいしたら、カレカノになれるかもしれない……そんな、微び妙みょうな関かん係けい。

「距きょ離り感かんがつかめないよ……」

　さっこや加か代よちゃん、崎さき山やまくんには、なにも気きにしないで送おくれるのに。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいに送おくるってなると、とたんにわからなくなっちゃうんだ。

　メッセージを送おくるなら、１日にち何なん回かいまで？

　１回かいに送おくっていい文も字じはどのくらい？

　絵え文も字じやスタンプは何なん個こまで!?

　朝あさは何なん時じから送おくってよくて、夜よるは何なん時じまでだったら迷めい惑わくじゃないの？

　必ひつ要ようなことだけしか送おくっちゃダメ？

　……って、考かんがえすぎちゃうんだ。

　初はつ恋こいだし、好すきな人ひとにメッセージを送おくるのも初はじめてだし、ぜんぜんわからないよ。

　結けっ局きょく、バレンタインの日ひから一いち度どもメッセージを送おくれていない。

　先せん輩ぱいからも、まだメッセージはもらってない。

「はぁ……」

　かっこよくてかわいい、いぬおのアイコン。『伊い吹ぶき』の名な前まえ。

　ここにメッセージを送おくったら、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに届とどく。

　そんな単たん純じゅんなことなのに、どうしてできないんだろう。

　ふーっと、長ながくため息いきをついた。

「夜よるご飯はんの前まえに、宿しゅく題だいやっちゃおう」

　考かんがえてもわからないから、今いまは考かんがえないことにしよう。

　気き持もちを切きりかえて、スマホを枕まくらの下したにかくした。




　結けっ局きょく何なんにも手てにつかなくて、いつもよりもだいぶ早はやくお風ふ呂ろに入はいった。後あとは寝ねるだけ。

　明日あしたになったら、私わたしはソロコンテスト県けん大たい会かいの会かい場じょうにいて、先せん輩ぱいを応おう援えんしてる。

「寝ねちゃえばいいんだよ」

　そうだよ。答こたえの出でないことを悩なやんでないで、寝ねてしまえばいい。

　そうすれば朝あさが来きて、電でん車しゃに乗のって会かい場じょうに行いって、あっという間まにコンテストが始はじまるんだから。

　そう思おもってベッドにもぐりこんだけど、やっぱり寝ねつけない。

　起おき上あがって、机つくえの引ひき出だしから、桜さくらのネックレスを持もってきて眺ながめる。

　淡あわいピンク色いろの花はなびらを見みていたら、決けっ心しんがかたまった。




　──やっぱり、先せん輩ぱいに『がんばってください』って伝つたえたい！




　なんだか急きゅうに、目めの前まえが開ひらけた気き分ぶん。

「よし！」

　今いままで先せん輩ぱいに教おしえてもらったこと、忘わすれちゃってたよ。

『言こと葉ばにしなければ、自じ分ぶんの考かんがえは相あい手てに伝つたわらないだろ』

　先せん輩ぱいの言こと葉ばに背せ中なかを押おされて、怖こわさがうすれていった。


『こんばんは。明日あした、がんばってください！』



　シンプルだけど、伝つたえたい言こと葉ばを打うつ。

　返へん事じが来こなくてもいい。

　ほんの少すこしでも、先せん輩ぱいの力ちからになれますように……！

　そんな願ねがいをこめて、送そう信しんした。

「送おくった……！」

　ドキドキドキドキ。

　静しずかな部へ屋やに、自じ分ぶんの心しん臓ぞうの音おとだけが聞きこえるような気きがする。

　なかなか既き読どくにならない。

　それもそうだよ。本ほん番ばん前ぜん日じつだもん。お家うちの防ぼう音おん室しつで練れん習しゅうをしてるのかもしれない。

「お茶ちゃでも飲のんでこよう」

　ベッドにスマホを置おいて、部へ屋やを出でようとした、そのとき。





　ピコン！　ピコン！






　メッセージアプリの着ちゃく信しん音おんが、２回かい鳴なった。

　ドキン！って、私わたしの心しん臓ぞうも鳴なる。

　いやいや、伊い吹ぶき先せん輩ぱいじゃないかもしれないんだし。

　さっこや加か代よちゃんから、明日あしたの待まち合あわせ場ば所しょの確かく認にんかもしれない。

　はやる気き持もちをおさえながら、スマホを手てに取とって、メッセージアプリを起き動どうした。





　伊い吹ぶき『サンキュ』

　伊い吹ぶき『ちゃんと聞きいとけよ』






　文も字じを見みた瞬しゅん間かん、胸むねがいっぱいになる。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいから、返へん事じが、来きた……！」
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　うれしくて、ほっとして、ときめきが止とまらない。

　私わたし、きっと不ふ安あんだったんだ。本ほん当とうに両りょう想おもいなのかなって。

　先せん輩ぱいからのお返へん事じを、何なん度ども何なん度ども読よんだ。

　先せん輩ぱいにがんばってくださいって伝つたえたかった私わたしのほうが、こんなに元げん気きをもらっている。

　ドキドキしたり、なやんだり、迷まよったり。

　わからないことだらけで、手て探さぐりの恋こいだけど。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいのひとことで、いつも私わたしの不ふ安あんは消きえるんだ。

　明日あしたは、ひたすら先せん輩ぱいを応おう援えんしよう！

　先せん輩ぱいの演えん奏そうを、しっかり心こころに刻きざもう。

　そう思おもいながら、私わたしは眠ねむりについた。
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　さっこと加か代よちゃんといっしょに電でん車しゃを乗のり継ついで、ソロコンテスト県けん大たい会かいの会かい場じょうに着ついた。

　ロビーで崎さき山やまくんと内ない藤とうさんとも合ごう流りゅうして、５人にんならんで席せきに座すわる。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいは１番ばん目めか……」

　めずらしく緊きん張ちょうした声こえで、崎さき山やまくんがつぶやく。

「１番ばん目めってあまりよくないの？」

「ううん。そういうわけじゃないけど、トップバッターだから、月つき乃の、大だい丈じょう夫ぶかなって」

　崎さき山やまくんが心しん配ぱいするのも、ちょっとわかる。

　県けん大たい会かいの会かい場じょうはすごく大おおきくて、お客きゃくさんもいっぱい。

　全ぜん国こく大たい会かいを狙ねらってる伊い吹ぶき先せん輩ぱいの伴ばん奏そうをする柴しば田たさんのプレッシャーは、きっとものすごいんだろうな。

　でも……。

「柴しば田たさん、きっと大だい丈じょう夫ぶだと思おもうよ」

　私わたしは崎さき山やまくんに笑え顔がおを向むけて、力ちから強づよく言いった。

『詩し音おんがいっしょじゃなくても、ステージで演えん奏そうできるようになりたいの。詩し音おんに引ひっ張ぱってもらうんじゃなくて、同おなじ目め線せんで、詩し音おんのとなりを歩あるけるようになりたいのよ』

　柴しば田たさんは、私わたしにそんな決けつ意いを語かたってくれたから。

　きっと大だい丈じょう夫ぶだって思おもうんだ。

　私わたしの言こと葉ばを聞きいて、崎さき山やまくんは、ほっとしたように息いきをついた。

「そっか。そうだよね。さくらちゃんといっしょに、部ぶ活かつ内ない発はっ表ぴょう会かいであんなにすばらしい演えん奏そうをしたんだから」

「うん！」

「じゃあ、余よ計けいな心しん配ぱいはしないで、ふたりの演えん奏そうをしっかり聞きくよ」

「ふふ。私わたしもそうする」

　崎さき山やまくんとほほえみ合あっていると、会かい場じょうにアナウンスが流ながれた。


『まもなく開かい演えんです。ロビーにおいでのお客きゃく様さまは、お席せきについてお待まちください』



　もうすぐコンテストが始はじまる。

　ピリッとした緊きん張ちょう感かんが会かい場じょうを包つつんだ。




　先せん輩ぱい、がんばってください。

　ここから応おう援えんしてます。




　こっそりつけてきたネックレスを、服ふくの上うえからさわって、私わたしは目めを閉とじた。

　ドキドキしながら深しん呼こ吸きゅうをする。


『プログラム１番ばん。黒くろ羽ばね中ちゅう学がっ校こう、伊い吹ぶき楓かえでさん。トランペット独どく奏そう。曲きょくは、アーバン作さっ曲きょく『Theザ Beautifulビューティフル Snowスノー』です』



　先せん輩ぱいの名な前まえが呼よばれて、ついにコンテストがスタートした。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、月つき乃の、がんばって……！」

　崎さき山やまくんの声こえがかすかに聞きこえた。

　ステージの照しょう明めいが明あかるくなって、銀ぎん色いろのトランペットを持もった伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、さっそうとステージの中ちゅう心しんに歩あるいていく。

　それだけでかっこよくて、ドキドキと胸むねが高たか鳴なる。

　続つづいて柴しば田たさんが入にゅう場じょうして、ピアノのイスに座すわった。




　柴しば田たさん、がんばれ！

　伊い吹ぶき先せん輩ぱい、がんばってください！




　胸むねの前まえでぎゅっと手てを組くんで、祈いのるようにステージを見みつめる。

　私わたしは、地ち区く大たい会かいを見みることができなかったから、ソロコンテストの舞ぶ台たいで演えん奏そうする先せん輩ぱいを見みるのは、これが初はじめて。

　ステージの中ちゅう央おうに立たつ伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、スポットライトの光ひかりをあびてキラキラしてる。

　先せん輩ぱいが楽がっ器きを構かまえると、柴しば田たさんは落おち着ついた様よう子すでピアノの鍵けん盤ばんに手てを乗のせた。

　いよいよだ……！

　スッと短みじかいブレスの音おとがかすかに聞きこえると、透とう明めい感かんのある音おとが響ひびき渡わたる。

　その瞬しゅん間かん、会かい場じょうぜんぶが、演えん奏そうにひきつけられた。

　先せん輩ぱいが演えん奏そうしているのは、『Theザ Beautifulビューティフル Snowスノー』──『「輝かがやく雪ゆきの歌うた」による変へん奏そう曲きょく』。

　クリスマスイブに、先せん輩ぱいが私わたしのためだけに吹ふいてくれた曲きょく。

　あのときよりもさらに、完かん成せい度どが高たかくなってる。
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　美うつくしいメロディーが、雪ゆきのようにキラキラと輝かがやいてる。

　細こまかい音おとが続つづき、どんどんむずかしくなっていくメロディーも、先せん輩ぱいはトリプルタンギングの技わざを駆く使しして、どこまでもやわらかく、ていねいに奏かなでていた。

　心こころにしみこんで、ゆさぶられるような、ずっと聞きいていたい演えん奏そうだった。




　コンテストから２日か後ごの、月げつ曜よう日び。

　私わたしは登とう校こうするとすぐに、柴しば田たさんの席せきに駆かけよった。

「柴しば田たさんのピアノ、本ほん当とうにすごかったよ！」

　顔かおを上あげた柴しば田たさんは、静しずかに笑わらった。

「ありがとう。私わたし、もう大だい丈じょう夫ぶみたい。部ぶ活かつ内ない発はっ表ぴょう会かいで、いっしょに乗のり越こえてくれた吉よし川かわさんのおかげよ」

「こちらこそだよ……！」

　思おもいがけない言こと葉ばに、胸むねがいっぱいになる。

　柴しば田たさんとおしゃべりしてたら、内ない藤とうさんが飛とびこんできた。

「じゃ～ん！　学がっ校こう新しん聞ぶんの号ごう外がい、もらってきちゃった」

「あっ、すごい！　１面めんも２面めんも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと柴しば田たさんの記き事じだ」

　今け朝さ、学がっ校こうの掲けい示じ板ばんにはられたばかりの学がっ校こう新しん聞ぶんは、伊い吹ぶき先せん輩ぱい祭まつりだった。





『黒くろ羽ばね中ちゅう史し上じょう初はつ！　３年ねん５組くみ伊い吹ぶき楓かえでさん、ソロコンテスト全ぜん国こく大たい会かいに出しゅつ場じょう決けっ定てい!!』






　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、みごと金きん賞しょうをとって全ぜん国こく大たい会かいに出しゅつ場じょうすることになったんだ！

　そのビッグニュースは、あっという間まに学がっ校こう中じゅうを駆かけめぐった。

　今いま、新しん聞ぶん部ぶの部ぶ室しつは、号ごう外がいが欲ほしいっていう伊い吹ぶき先せん輩ぱいファンでいっぱいみたい。

　私わたしも、『おめでとうございます』ってメッセージを送おくりたかったけど、今いまはがまん。

　きっと、たくさん祝しゅく福ふくのメッセージがきてると思おもうから。

　今日きょう、部ぶ活かつで直ちょく接せつ言いえたらいいな。

「ねえ、ここ見みて！　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの控ひかえ室しつの写しゃ真しん、よく撮とれたよね！」

　内ない藤とうさんが指ゆびさした写しゃ真しんを見みて、びっくり！

　控ひかえ室しつで新しん聞ぶん部ぶの取しゅ材ざいを適てき当とうにあしらってる……っぽい、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが写うつってる。

「そういえば、控ひかえ室しつに新しん聞ぶん部ぶの人ひとたちが取しゅ材ざいに来きていたわ」

「めずらしいね。先せん輩ぱいが取しゅ材ざいを受うけるの」

「プライベートな質しつ問もんばかりだったから、先せん輩ぱいはノーコメントをつらぬいていたけれど」

「あははっ。先せん輩ぱいらしい！　じゃあ、記き事じの『好すきな人ひとはいるかという質しつ問もんにも否ひ定ていをしたが、若じゃっ干かんの沈ちん黙もくがあったことから、意い中ちゅうの人ひとはいると思おもわれる』っていうのもウソっぽいね」

「ふふふ。そうかもしれないわね」

　ひぃ！　楽たのしそうに話はなすふたりの横よこで、私わたしは生いきた心ここ地ちがしない。

　新しん聞ぶん部ぶの人ひとが、大おおげさに書かいただけだと思おもうけど。

　先せん輩ぱいは、いつもどおり、無む表ひょう情じょうで否ひ定ていしたんだろうけど。

　とんでもなくドキドキしちゃうよ！

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいの持もってるこのクロス、もしや手て作づくりじゃない!?　ちょっといびつだけど、かわいい刺し繡しゅうがはいってる！」

　写しゃ真しんを見みていた内ない藤とうさんが、はずんだ声こえをあげた。

「そうね。そのクロス、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのおまもりなのかしら。地ち区く大たい会かいのときから使つかっていたわ」

　え!?

　飛とび出だしそうになった声こえを、あわててのみこむ。

　写しゃ真しんに写うつっているのは、私わたしが先せん輩ぱいの誕たん生じょう日びにプレゼントした、トランペットの刺し繡しゅうを入いれたクロスだ。

　先せん輩ぱいは、あのクロスを使つかってくれていたんだ。

　それも、地ち区く大たい会かいのときから。

　どうしよう！　うれしすぎるし、ドキドキが止とまらないよ！

　顔かお中じゅうが熱あつくなってしまって、あわてて両りょう手てでほおをかくした。

「……」

　チラッと私わたしを見みた柴しば田たさんは、すべてを察さっしてくれたみたい。

「そのクロス、椿つばき先せん輩ぱいの手て作づくりなんじゃないかしら」

　さらりとそう言いってくれた。

「なるほどね～！　弟おとうとを想おもう姉あねが、おまもり代がわりに、クロスにトランペットの刺し繡しゅうをしてあげるなんて、とってもステキ！　ね、吉よし川かわさん！」

「えっ。う、うん！　ステキ！」

「美うつくしい姉弟きょうだいの絆きずな……！　あ～!!　尊とうとい……！」

「う、うん。尊とうとい……。ははっ」

　よかった。私わたしの顔かおが赤あかい理り由ゆうを、うまくかんちがいしてくれたみたい。

　ありがとうって柴しば田たさんに目めで伝つたえると、ほんの少すこしだけいたずらっぽいほほえみを返かえしてくれた。

　そして、新しん聞ぶんに見み入いっている内ない藤とうさんに声こえをかける。

「この新しん聞ぶん、手てに入いれるのはむずかしいのかしら」

「うーん。もうなくなっちゃったかも。私わたしのコピーしてあげるよ！」

「ありがとう。とりあえず、写しゃ真しん撮とらせてもらってもいいかしら」

「もちろんだよ！　演えん奏そうしてるステキな柴しば田たさんも写うつってるしね」

　柴しば田たさんは、スマホを取とり出だして新しん聞ぶんをパシャパシャと写うつしはじめた。

　わ～～！　私わたしも撮とりたいよ！　でも、理り由ゆうがみつからない……！

　でも、さすが柴しば田たさんだ。

　そのあとすぐに、その画が像ぞうが私わたしに送おくられてきた。


『この画が像ぞう、しょうがないから詩し音おんにも送おくってあげたわ』

『伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、好すきな人ひとがいるのかって質しつ問もんで、一いっ瞬しゅんだまりこんだのは本ほん当とうよ』



　そんなドキドキのメッセージといっしょに。
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　放ほう課か後ご。

　私わたしはカバンに勉べん強きょう道どう具ぐを詰つめこんで、フルートケースを持もった。

「よし、行いこう」

　部ぶ活かつで伊い吹ぶき先せん輩ぱいに会あったら、直ちょく接せつ「おめでとうございます」って伝つたえよう。

　もしチャンスがなかったら、またメッセージを送おくろう。

　そう決けっ心しんして、教きょう室しつを出でた。

　先せん輩ぱいからは、一いち度どもメッセージはないし、もちろんデートなんてない。

　おまけに、はっきり『好すき』とも言いわれてない。

　でも、柴しば田たさんが送おくってくれた学がっ校こう新しん聞ぶんの写しゃ真しんを見みると、不ふ安あんなんて吹ふき飛とぶんだ。

　私わたしがプレゼントしたクロスを、コンテストに持もって行いってくれたことがとびきりうれしくて。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいと両りょう想おもいになれたんだなって、ほんの少すこしだけ実じっ感かんできたから。




　柴しば田たさんが言いっていたように、先せん輩ぱいがこのクロスを、おまもりみたいに思おもってくれていたらいいな。

　私わたしがピンクのこけしキーホルダーを、おまもりとして大だい事じにしてるみたいに。

「今日きょうも練れん習しゅうがんばろう！」

　気き合あいを入いれて、私わたしは元げん気きよく音おん楽がく室しつにむかった。




　定てい期き演えん奏そう会かいまで、あと半はん月つき。

　演えん奏そうも団だん結けつ力りょくもバッチリ。毎まい日にち練れん習しゅうが楽たのしい。

　今こ年としの定てい期き演えん奏そう会かいは３部ぶ構こう成せい。

　１部ぶはマーチング、２部ぶはクラシック、３部ぶはポップス曲きょくを演えん奏そうするんだ。

　クラシックは、コンクールの自じ由ゆう曲きょく『海うみの男おとこ達たちの歌うた』がメイン。

　そしてもう１曲きょく、とっても大だい好すきな曲きょくを演えん奏そうできるの！

　ジェイムズ・バーンズ作さっ曲きょく、『アルヴァマー序じょ曲きょく』っていう曲きょく。

　とってもかっこよくて、いつか吹ふきたいって思おもっていたあこがれの曲きょくなんだ！

　だけど……。

「うーん。指ゆびがつりそう……」

　曲きょくのラストが、すごくむずかしいんだ。

　金きん管かん楽がっ器きが高たからかに奏かなでるメロディーといっしょに、私わたしたち木もっ管かん楽がっ器きの楽がく譜ふは、とっても速はやくて細こまかい音おん符ぷが続つづくの。

　いつも指ゆびがからまりそうになって、もたついてしまう。

　今日きょうの合がっ奏そうでも、ついていくのでせいいっぱいで、音おん程ていがぐちゃぐちゃだった。

　大だい好すきな部ぶ分ぶんだからこそ、納なっ得とくのいく演えん奏そうがしたい！

　そう思おもって、ひとりで残のこって練れん習しゅうすることにしたんだけど。

　ふと時と計けいを見みて、おどろいた。

「わっ。もうこんな時じ間かんだ。帰かえらなきゃ！」

　フルートと譜ふ面めん台だいを持もって、教きょう室しつを出でる。

　音おん楽がく室しつは、しんと静しずまり返かえっていた。

「もう誰だれもいないのかな……」

　あわてて楽がっ器き庫こに飛とびこむと……。




　──ドキン！




　心しん臓ぞうが跳はねた。

　そこには、楽がっ器きを片かたづけている伊い吹ぶき先せん輩ぱいがいたんだ。

　パチッと目めが合あった瞬しゅん間かん、ふいっと目めをそらしてしまった。

　わわっ。どうしよう。ドキドキしすぎて、とっさに目めをそらしちゃったよ！

　失しつ礼れいなことをしてしまった……！

「ふっ」

　突とつ然ぜん、笑わらい声ごえが上うえから降ふってきた。

　見み上あげると、すぐ近ちかくで伊い吹ぶき先せん輩ぱいが意い地じ悪わるに笑わらっていた。

「意い識しきしすぎ」

　頭あたまをポンとされて、胸むねがきゅん！と高たか鳴なる。

　一いっ瞬しゅんで顔かおが真まっ赤かになってしまった私わたしを見みて、先せん輩ぱいはニヤリと口くちの端はしを上あげた。

「なんで目めをそらすんだよ」

「すみません。なんか……その……照てれちゃって」

「知しってる。お前まえ、ここんとこずっと挙きょ動どう不ふ審しんだし」

「えっ！　そんなこと……」

　ないです！って否ひ定ていしたいけど。

「ありますよね……。ごめんなさい」

　たしかに、先せん輩ぱいのこと、意い識しきしすぎて目めも合あわせられないでいた。

　ぜんぶ、バレバレだったみたい。

　はずかしすぎて、うつむいてしまう。

「普ふ通つうにしとけよ」

「が、がんばります」

　ようやく先せん輩ぱいとお話はなしできてうれしくて、顔かおを上あげて目めを合あわせたいのに……やっぱり顔かおを見みられない。

　がんばってチラッと先せん輩ぱいを見みる。

　先せん輩ぱいは、プッとふきだした。

「それ普ふ通つうじゃないじゃん」

「だって……」

　先せん輩ぱいがかっこよすぎるんです……！

　そんな本ほん音ねはとても言いえない。

　だから、ほかの……。でもずっと言いいたかったことを口くちにした。

「先せん輩ぱい、ソロコンテストの全ぜん国こく大たい会かい出しゅつ場じょう、おめでとうございます」

「ああ、ありがとな」

「すごくすごく、ステキな演えん奏そうでした」

「そうか」

　先せん輩ぱいはうれしそうに笑わらってくれた。

　胸むねがいっぱいになって、大だい好すきがあふれだす。

　もっともっと、先せん輩ぱいとお話はなししたい……！

　そう思おもったけれど、

「じゃあな。もう暗くらいから、気きをつけて帰かえれよ」

「……はい！」

　先せん輩ぱいは私わたしの髪かみをくしゃっとなでて、先さきに帰かえってしまった。

　いっしょに帰かえりたいな。

　まだたくさん話はなしがしたいよ。

　もっともっと、いっしょにいたい。

　そんな願ねがいが、ふき出だしてしまいそう。
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　片かた想おもいのときは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと話はなせるだけで幸しあわせって思おもってた。

　話はなせるどころじゃなくて、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに好すきになってもらえたのに。

　困こまったな。どんどん欲よく張ばりになっちゃう。

「引いん退たいするまでは、がまんだよ」

　自じ分ぶんに言いい聞きかせるように、小ちいさくつぶやく。

　うん、もう大だい丈じょう夫ぶ。




　私わたしの心こころは、ちゃんと先せん輩ぱいのとなりにいるから。

　先せん輩ぱいが部ぶ活かつを引いん退たいして、カレカノになったら、堂どう々どうといっしょに帰かえれるのかな。

　定てい期き演えん奏そう会かいまで、あと半はん月つき。

　そのときには、もっともっと強つよくなりたい。

　自じ信しんをもって伊い吹ぶき先せん輩ぱいのとなりにいられるような、ステキな私わたしになろう。
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　あっという間まに、２月がつ最さい後ごの週しゅうになった。

　春はるめいた風かぜを感かんじると、さみしさとドキドキが加か速そくする。

　定てい期き演えん奏そう会かいは、いよいよ１週しゅう間かん後ごだ。

　部ぶ活かつから帰かえってきた私わたしは、私し服ふくに着きがえた。

「楽がっ器きと、楽がく譜ふと、譜ふ面めん台だいを持もって……。あとは……」

　鏡かがみの前まえに立たって、桜さくらのネックレスをつけた。

　鏡かがみに映うつる私わたしの首くびには、淡あわいピンクの花はなびらが、キラキラ輝かがやいている。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいから、バレンタインにもらったこのネックレスをつけると、私わたしの心こころも、見みえる景け色しきも、キラキラするんだ。

「よし、行いこう！」

　今日きょうは、演えん奏そう会かい直ちょく前ぜんの日にち曜よう日び。

『特とく別べつレッスン』を受うけるために、家いえを出でた。

　できることを最さい大だい限げんにがんばろうって決きめた私わたしは、椿つばき先せん輩ぱいにレッスンをお願ねがいしたんだ。




「なるほどね～。『アルヴァマー序じょ曲きょく』か～」

　防ぼう音おん室しつに案あん内ないしてくれた椿つばき先せん輩ぱいは、フルートを持もって楽たのしそうに笑わらった。

「そうなんです。最さい後ごの速はやいメロディーが、うまく吹ふけないんです」

「木もっ管かん殺ごろしのところね」

　木もっ管かん殺ごろし!!

　楽たのしそうにほほえむ椿つばき先せん輩ぱいから、おそろしい言こと葉ばが飛とび出だした。

「たしかに、地じ獄ごくのメロディーですよね」

「私わたしも中ちゅう等とう部ぶの１年ねん生せいのときは、指ゆびがつりそうになってたわ。なつかしいな」

「椿つばき先せん輩ぱいもですか!?」

　あははっと笑わらって、先せん輩ぱいはメトロノームを持もってきてくれた。

「いっしょに吹ふこうか。メトロノームを使つかって、最さい初しょはゆっくり、正せい確かくに吹ふいてみよう」

「はい！　お願ねがいします！」

「しっかり吹ふけたら、少すこしずつテンポをあげていこう。そのうち、正せい確かくに吹ふけるようになってるよ」

　椿つばき先せん輩ぱいは、メトロノームをとってもゆっくり鳴ならして、いっしょに吹ふいてくれた。

「わ……。ゆっくり吹ふいたら、自じ分ぶんがどこでもたついているのか、わかりますね。速はやいテンポでごまかしていたけれど、正せい確かくなリズムと音おん程ていを、しっかり理り解かいできてなかったです」

「ふふふ～。さくらちゃん、成せい長ちょうしたね～～。うまく吹ふこうってがんばるだけじゃなくて、客きゃっ観かん的てきに自じ分ぶんの音おとを分ぶん析せきしながら吹ふけてるよ」

「……はい！　ありがとうございます」

　椿つばき先せん輩ぱいにほめてもらえて、とってもうれしい！

　先せん輩ぱいのレッスンは厳きびしいけれど、自じ分ぶんでは気きづいていないことをほめてくれるんだ。

　椿つばき先せん輩ぱいの練れん習しゅう法ほうのおかげで、メトロノームの速はやさを上あげても、リズムも音おん程ていも、だいぶ正せい確かくになっていた。

「もう大だい丈じょう夫ぶそうだね」

「ありがとうございます！」

「じゃあ、仕し上あげね。金きん管かんパートと合あわせてみよう」

「はい！　……って、ええっと……」

　椿つばき先せん輩ぱいが言いう『金きん管かんパート』って、つまり……。

　気きづいた私わたしの顔かおを見みて、椿つばき先せん輩ぱいがにっこり笑わらった。

「その通とおり～。ちょっと待まってて。今いま、呼よんでくるから」

　やっぱり！　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが登とう場じょうするんだ!!

「えっ。ちょ、ちょっと待まってください！　休きゅう日じつなのにもうしわけないです!!」

「大だい丈じょう夫ぶ大だい丈じょう夫ぶ。その代かわり、あとでいぬおの散さん歩ぽつきあってあげて」

　あわてる私わたしに、椿つばき先せん輩ぱいはにっこり笑わらって、防ぼう音おん室しつを出でていってしまった。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいといぬおのお散さん歩ぽだなんて……。

　椿つばき先せん輩ぱい、むしろそれは、私わたしにとってごほうびですよ!!

　防ぼう音おん室しつの中なかで、ひとりでそわそわしていると、椿つばき先せん輩ぱいが戻もどってきた。

　その後うしろには……。

「『アルヴァマー』のラストを吹ふけって？」

　めんどくさそうな顔かおの伊い吹ぶき先せん輩ぱいが立たっていた！

　わわっ。どうしよう。これは相そう当とうご迷めい惑わくなのでは。

　あせる私わたしをよそに、椿つばき先せん輩ぱいは伊い吹ぶき先せん輩ぱい用ようの譜ふ面めん台だいを立たてる。

「そういうこと～。さくらちゃん、金きん管かんのメロディーも知しっておくといいよ」

「は、はい。でも……吹ふいていただいていいんでしょうか」

　私わたしの練れん習しゅうのために、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶのトップ奏そう者しゃに吹ふいていただくなんて……！

　もうしわけなくて、チラリと見み上あげる。

「……別べつに。いいけど」

　そう言いって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいはトランペットを準じゅん備びしてくれた。

「ありがとうございます！」

「じゃあ、さっそくはじめよう！　せっかくだから、『アルヴァマー』の最さい初しょから吹ふこうか」

「はい！」

　椿つばき先せん輩ぱいが、私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいに視し線せんを送おくりながら、フルートを構かまえた。

　そして、スッと息いきを吸すう。

　そのタイミングに合あわせて、私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいも息いきを吸すい、演えん奏そうが始はじまった。

　明あかるい最さい初しょの部ぶ分ぶんは、フルートもトランペットも同おなじリズム。

　目めとブレスと心こころを合あわせて、３人にんで奏かなでていく。

　なんてぜいたくなんだろう。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいにトランペットのメロディーを高たからかに吹ふいてもらいながら、椿つばき先せん輩ぱいといっしょに、フルートのかっこいいメロディーを吹ふけるなんて……！

[image: ]

　あこがれの先せん輩ぱいたちといっしょに演えん奏そうできる感かん動どうが、こみあげてくる。

　うれしくて、幸しあわせで、胸むねがいっぱいだよ。

　最さい後ごの一いち音おんを吹ふき終おえても、心しん臓ぞうのドキドキが止とまらない。

　フルートを下おろして、椿つばき先せん輩ぱいがにっこり笑わらった。

「やっぱり『アルヴァマー』はかっこいいね。久ひさしぶりに吹ふけて楽たのしかったよ！　ありがとう、さくらちゃん」

「こちらこそ、ありがとうございました！」

「楓かえでもありがとね。さくらちゃんが、お礼れいにいぬおの散さん歩ぽつきあってくれるって！」

「は……？」

　顔かおを上あげた伊い吹ぶき先せん輩ぱいにかまわず、椿つばき先せん輩ぱいはフルートを片かたづけていく。

「じゃあ私わたし、用よう事じがあるからもう行いくね。さくらちゃん、またいつでもおいで！　あと、その桜さくらのネックレス、かわいいね！　じゃ、バイバ～イ！」

　それだけ言いって、椿つばき先せん輩ぱいはひらひらと手てを振ふって、行いってしまった。





「……」

「……」






　防ぼう音おん室しつに残のこされた私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、立たちつくしてしまう。

　ハッと我われに返かえって、先せん輩ぱいに頭あたまを下さげた。

「あ、あの。先せん輩ぱい、急きゅうにすみませんでした。いっしょに吹ふいていただけて、うれしかったです」

「いや、俺おれも楽たのしかった。ていうか、来きてたんだな」

「あっ。いつも勝かっ手てにおじゃましてごめんなさい！　迷めい惑わくだったら言いってください！」

　そうだよね。部ぶ活かつが終おわって家いえに帰かえったとたん、後こう輩はいがいたらイヤだよね。

「日にち曜よう日びの部ぶ活かつが終おわったら、家いえにおいでよ」って、椿つばき先せん輩ぱいにさそってもらったとはいえ、自じ分ぶんのことしか考かんがえてなかったなって反はん省せいする。

　先せん輩ぱいはトランペットを片かたづけながら、ふっと優やさしく笑わらった。

「迷めい惑わくだったらとっくに言いってる」

「……っ。よかったです」

　先せん輩ぱいの優やさしい声こえと言こと葉ばに、ほっとする。

　楽がっ器きを片かたづけていたら、先せん輩ぱいが言いった。

「ルイの散さん歩ぽ、行いく？」

「はい！　行いきたいです！」

「じゃ、準じゅん備びしてくる」

「はい」

　防ぼう音おん室しつのドアに手てをかけた先せん輩ぱいは、足あしを止とめて振ふり返かえった。

「ネックレス、似に合あってるな。よかった」

　そして、私わたしを見みつめて、ほおをゆるめた。

「まぁ、似に合あうと思おもって選えらんだんだけど」

「……！」

　その言こと葉ばに、一いっ瞬しゅん、何なにも言いえなくなってしまう。

　でも、すぐにハッとした。

　ネックレスのお礼れいをするなら、今いまだ！

「ネックレス、ありがとうございます。大たい切せつにします！」

　先せん輩ぱいは満まん足ぞくげに笑わらうと、「待まってて」と言いい残のこして防ぼう音おん室しつを出でて行いった。

　ひとりになって、すとん、とイスに座すわりこむ。

　先せん輩ぱいの、さっきの言こと葉ば……。




『まぁ、似に合あうと思おもって選えらんだんだけど』




　それって……。

　先せん輩ぱいが、私わたしが何なにを好すきで、どれが似に合あうかなって、考かんがえて選えらんでくれたのが、このネックレスだってことだ……！

　その想おもいが、先せん輩ぱいのお誕たん生じょう日びに、何なにを贈おくろうかなって考かんがえていた自じ分ぶんと重かさなった。

　先せん輩ぱいも、あんな気き持もちだったのかな。

　先せん輩ぱいの気き持もちが伝つたわってきて、とびきりうれしい。

　桜さくらのネックレスを右みぎ手てで優やさしく包つつんで、幸しあわせをかみしめた。
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　白はく木もく蓮れんの花はなが咲さく道みちを、先せん輩ぱいといぬおといっしょにゆっくり歩あるく。

　緊きん張ちょうをかくすために、白はく木もく蓮れんを見み上あげた。

「きれいですね」

「そうだな」

　先せん輩ぱいも白はく木もく蓮れんを見み上あげて、おだやかにほほえんでくれた。

　先せん輩ぱいの家いえを出しゅっ発ぱつしたときは、私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいの間あいだに、いぬおをはさんで歩あるいていたんだけど。

　いつの間まにか、私わたしは先せん輩ぱいのすぐ左ひだり側がわを歩あるいていた。

　先せん輩ぱいのとなりを歩あるけてうれしいけれど、誰だれかに見みられたら、迷めい惑わくをかけてしまわないかな。

　それが心しん配ぱいで、私わたしはえんりょがちに、ちょっと離はなれる。

　先せん輩ぱいが引いん退たいしたら、あと一歩ぽ分ぶんあいているこの距きょ離りを、ちぢめられるのかな。

　そうなったらうれしいけど、やっぱり引いん退たいはさみしい。

　さみしさを振ふり切きるように、私わたしは先せん輩ぱいに話はなしかけた。

「『アルヴァマー序じょ曲きょく』、とっても大だい好すきな曲きょくなので、吹ふけてうれしいです」

「かっこいいよな」

　優やさしい声こえで、先せん輩ぱいが言こと葉ばを返かえしてくれる。

　先せん輩ぱいもこの曲きょくが好すきなんだってわかって、胸むねがはずんだ。

「ですよね。でも、最さい後ごの速はやい部ぶ分ぶんでいつも指ゆびがからまりそうになってて」

「からまりそうになってんなって、いつも見みてた」

「えっ」

　私わたしはガバッと先せん輩ぱいを見み上あげる。

「……バレてましたか？」

　先せん輩ぱいは私わたしを見みて、意い地じ悪わるに笑わらった。

「バレバレ。指し揮きを見みてると、わりと視し界かいにお前まえがはいってくる」

「ええっ!?　じゃあ、いつもあわあわしてるのも見みえてるんですか？」

「見みえてる。まぁ、でも……。がんばってんなって、いつも見みてるよ」

「……っ」

　思おもいがけない言こと葉ばに、ぶわっと感かん動どうがこみ上あげてくる。

　先せん輩ぱいは、そんな優やさしい気き持もちで、いつも私わたしを見みてくれていたんだ……。

「……泣なきそうです」

「なんでだよ」

「うれしすぎて」

「単たん純じゅんだな」

　意い地じ悪わるに笑わらう先せん輩ぱいの顔かおが、夕ゆう日ひをあびてキラキラと輝かがやいている。

　もうどんな意い地じ悪わるを言いわれても、キュンとしちゃう自じ信しんがあるよ。

「『アルヴァマー』は、トランペットもハイトーンが続つづくから、けっこうキツいんだよな」

「そうなんですね」

　先せん輩ぱいの口くちから「キツい」なんて言こと葉ばが出でたことに、おどろきをかくせない。

　なんだか、心こころをゆるしてもらえたみたいに感かんじてうれしい。

「まぁ、だから気きに入いってるんだけど」

「!!　さすがですね」

　やっぱりさすがの伊い吹ぶき先せん輩ぱいだった。

　先せん輩ぱいはどんなむずかしい楽がく譜ふでも、すずしい顔かおで吹ふきこなしてしまう。

　でも、きっとその陰かげにはものすごい努ど力りょくがあるんだろうな……。

　知しれば知しるほど、そんな先せん輩ぱいのことを、ステキだなって思おもう。

　これから先さき、ずっと先せん輩ぱいのとなりにいられたらいいのに。

　どんな先せん輩ぱいも、一いち番ばん近ちかくで見みていたいんだ。

「定てい期き演えん奏そう会かいまで、あと１週しゅう間かんなんですね」

「そうだな」

　もう、残のこりたった１週しゅう間かんになっちゃったんだな。

　定てい期き演えん奏そう会かいが終おわったら、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは引いん退たいしてしまう。

　先せん輩ぱいと演えん奏そうできるのは、本ほん当とうに本ほん当とうにこれが最さい後ご。

「先せん輩ぱいが引いん退たいしちゃうの、さみしいです」

　思おもい切きって言こと葉ばにすると、先せん輩ぱいはポンと頭あたまをなでてくれた。

「引いん退たいしたら、お前まえに伝つたえたいことがあるんだ」

　足あしを止とめた先せん輩ぱいは、体からだごと私わたしのほうを向むいた。

　優やさしいまなざしで見みつめられて、じわじわとほおが熱あつくなっていく。




「だから……もうちょっとだけ、待まってて」




　今いままで見みたことのない顔かおで、先せん輩ぱいがささやいた。

[image: ]

　先せん輩ぱいのほおが赤あかいのは、きっと夕ゆう日ひのせい。

　だけど胸むねがきゅっと甘あまい音おとを立たてて、ドキドキが加か速そくしていく。

　ああ、どうしよう。先せん輩ぱいが好すきすぎて、どうしたらいいかわからない。




「……はい」




　小ちいさな声こえでそう言いって、うなずくだけでせいいっぱいだった。
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　こんにちは！　高たか杉すぎ六りっ花かです。

『君きみのとなりで。』７巻かんを読よんでくださって、ありがとうございます！




　今こん回かいは、恋こいする乙おと女めの大だいイベント！　バレンタインのお話はなしでした。

　書かき上あげた原げん稿こうは、本ほんになるまでに何なん度ども何なん度ども読よみ返かえすのですが、読よむたびに、「早はやくみなさんにも読よんでもらいたい～！」と、わくわくしていました。

　さくらたちのバレンタインは、いかがでしたか？

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの、キュンキュンな言こと葉ばや行こう動どうも見みどころなので、『あとがきから先さきに読よむ派は』の人ひとは、楽たのしみにしていてくださいね。




　恋こいって、相あい手ての気き持もちが見みえないから、不ふ安あんになったり、悩なやむこともありますよね。

　私わたしも、『こうすれば絶ぜっ対たいうまくいく！』と書かいてある「恋こいの教きょう科か書しょ」や、相あい手ての気き持もちが見みえるメガネが欲ほしい！　なんて思おもっていました。そんな過か去この自じ分ぶんや、恋こいに悩なやむ人ひとたちへ、『やってみなきゃわからないよ！』というメッセージをこめて、７巻かんを書かきました。

　私わたしと『君きみとな』メンバーが、みなさんの恋こいを全ぜん力りょくで応おう援えんしていますよ！




　さて、あとがき恒こう例れいの、７巻かんに出でてきた曲きょくについてお話はなししますね。

　さくらのあこがれの曲きょくで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいも「かっこいい」と言いっていた『アルヴァマー序じょ曲きょく』。

　私わたしも、フルートとピッコロで吹ふいたことがある、大だい好すきな曲きょくです。

　曲きょくのラスト、さくらも私わたしも苦く戦せんした『木もっ管かん殺ごろし』のメロディーと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいたち金きん管かん楽がっ器きが奏かなでるメロディー、どちらもかっこよくてすてきなので、ぜひ聴きいてみてくださいね♪




　今こん回かいもたくさんの人ひとの協きょう力りょくで、この本ほんを出だすことができました。

　いつもすてきなイラストを描かいてくださる穂ほ坂さかきなみ先せん生せい、的てき確かくなアドバイスをくださる担たん当とう編へん集しゅうＫさん、つばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶのみなさま、『君きみのとなりで。』にたずさわってくださったすべてのみなさま、本ほん当とうにありがとうございます。

　そして、お手て紙がみやステキなイラストを送おくってくれたあなた、つばさ文ぶん庫このホームページの「みんなのかんそう」にコメントをくれたあなた、そしてこの本ほんを手てに取とってくれたあなたへ。

　本ほん当とうにありがとうございます！　たくさんの応おう援えんから、いつもパワーをいただいています。

　あなたのバレンタインのお話はなしや思おもい出でも、ぜひ７巻かんの感かん想そうと一いっ緒しょにお手て紙がみで教おしえてくださいね。

　お返へん事じを、特とく別べつな切きっ手てで送おくりますよ♪　待まっていてくださいね。

　そうそう！　11月がつ23日にちの伊い吹ぶき先せん輩ぱいのお誕たん生じょう日びを、「みんなのかんそう」やＳＮＳで、たくさんの方かたがお祝いわいしてくれました。とってもうれしくて、胸むねがいっぱいになりました。ありがとう。




　さて、次じ回かいはいよいよ定てい期き演えん奏そう会かい。そして３年ねん生せいが引いん退たい！

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、さくらに伝つたえたいことって……!?

　８巻かんはさらなる胸むねキュンと、トキメキと、感かん動どうをお届とどけしたいと思おもっています！

　どうぞ楽たのしみにしていてくださいね。


高たか杉すぎ六りっ花か



♪高たか杉すぎ六りっ花か先せん生せい・穂ほ坂さかきなみ先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！

〒１０２‐８１７７　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み２‐13‐３

株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ 角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ 高たか杉すぎ六りっ花か先せん生せい係がかり　または　穂ほ坂さかきなみ先せん生せい係がかり



















君きみのとなりで。⑦




つながる想おもいと、ひみつの約やく束そく
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